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ロ
ロ

ロ
誌
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本
庁
表
彰
式

東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会

東
海
地
区
女
子
神
職
研
修
会

戦
艦
大
和
　
上
映
内
容
に
つ
い
て
　

６

７

第
十
九
回
子
供
参
宮
団
　
　
　
　
　
　
　
８

神
宮
特
別
研
修
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

長
野
県
神
道
青
年
会
　
創
立
６５
周
年
　
　
１０

支
部
だ
よ
り
（南
安
長
支
部
）
　
　
　
　

ｎ

神
社
の
い
ろ
は
②
（祭
祀
委
員
会
）

１２
　
‐３

神
道
を
考
え
る
（そ
の
②
）
　

　

　

１４
　
‐５

襦
扱
零
信
濃
の
塔
」
慰
霊
戦
跡
巡
拝
の
旅
　
１６

北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
戦
没
者

慰
霊
事
業
に
参
加
し
て
　
　
　
　
１７
，
‐９

総
代
だ
よ
り
（長
野
支
部
）
　
　
　
　
　
２０

御
遣
営
フ
ォ
ト
ニ
ュ
ー
ス
　
　
　
　
　
　
ａ

新
任
神
職
の
検
顔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２２

辞
令
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２３

平
成
二
十
六
年
度
神
社
庁
歳
入
歳
出
予
算
書

同
災
害
救
助
慰
護
予
算
書
　
　
　
　
　
２４

暑
中
見
舞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２５
～
２７

総
代
　
一
般
向
け
専
門
書
籍
の
ご
紹
介
　
”

曰
姜

妙

♀
成
ｉ
〈年
早

Ｅ

＊
教
　
教
化
部
の
略

一　

　

　

月

十
七
日
　
　
， Ｖ
■
初
会
議

二
■
日
　
　
教
化
部
合
同
会
議

二
二
ヽ
二
三
Ｈ東
海
五
県
神
社
庁
事
務
研
修
会

於
　
Ｌ
卓
県

二
九
日
　
　
正
副
庄
長
会

二
九
日
　
　
別
表
　
特
別
神
社
官
司
会

三

一
Ｈ
　
　
辞
令
伝
達
式

三

一
日
　
　
県
内
東
海
五
県
評
議
員
会

十
八
日
　
　
北
信
地
区
氏
子
総
代
研
修
会

十
九
日
　
　
型
冨
大
麻
店
頒
布
委
員
会

二
十
ヽ
二

一
ロ東
海
五
県
神
社
庁
教
化

神
政
連
合
同
会
議

於
　
止
曹
古
＾
鵜
匠
の
家
す
ぎ
―――
）

二

一
日
　
　
南
信
地
区
氏
■
総
代
研
修
会

二
四
ヽ
二
五
日神
政
連
第
十
二
同
時
局
対
策

連
絡
会
議
　
於
　
本
庁
　
　
　
　
一
一ｔ
日

二
五
Ｈ
　
　
神
社
本
庁
地
区
教
化
　
　
　
　
　
一
一七
日

講
師
連
絡
会
　
パ
　
本
庁
　
　
　
一
一九
日

二
人
日
　
　
教
　
調
査
委
員
会
　
　
　
　
　
　
一二
一
日

二
七
日
　
　
■
冨
大
麻
暦
頒
修
奉
告
祭

於
　
ホ
テ
ル
国
際
ａ

ｒ
二
日
　
　
教
　
祭
祀
委
員
会

十
人
ヽ
十
九
日神
宮
特
別
研
修
会

二
十
日
　
　
事
務
担
当
者
会

二
十
日
　
　
神
職
総
会

二
四
Ｈ
　
　
皇
太
子
殿
下
御

一
家
御
本
迎

二
四
ヽ
二
五
口第
十
九
回
子
供
参
冨
団

人
事
語
問
委
員
会

，
政
連
長
野
県
本
部
代
議
」暴
云

皇
太
子
殴
下
御

一
家
御
奉
送

神
●
人
“
暦
頒
布
常
任
一省
泉
云

四
　
　
　
月

連
合
大
会
打
合
会

連
合
大
会
企
画
打
合
会

辞
令
伝
達
式

理
事
会

Ｌ
内
末
●
五
県
神
社
一生
計
議
自，
言

東
海
五
県
神
■
，
計
議
員
会

於
　
松
代
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

第
六
十
九
回
長
野
県
神
社
庁

長
野
県
総
代
会
連
合
大
会

ス
　
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル

ヨ

翻

サ
イ
パ
レ
島
話
間

４

‘
口

（昭
和
十
九
年
　
サ
イ
バ
ン
島
下
砕
よ
り
七
＋
年
）

サ

イ

パ

レ
ｌｔ
軟

●

ｔ
人

そ

の
株
．を

陥

理

に

状

し

て
な

ら

に
諸

り

き

5   4

あ
ま
た
な
る
か
め
失
ｔ
ｔ
産
の
下
降
医
く
し
て
や
く
蔭
み
た
り

五
日
五
ヽ
人
日

七
日
十
三
日

十
四
Ｈ

十
四
日

月

中
信
地
区
氏
子
総
代
研
修
会

長
野
県
遺
族
会

「沖
縄
信
濃
の
塔
慰
釜
祭
」

奉
仕
　
上
伊
那
支
部

連
合
大
会
， 製
●
会

東
信
地
区
氏
子
総
代
研
修
会

神
政
連
長
野
県
本
部
社
員
会

理
事
人
ム

五 五 四 三
日 日 日 日

七
日

　
　

理
事
会

七
日
　
　
　
第
八
十
四
回
神
社
庁
定
例
”
書
泉
本　
　
一
一四
日

七
日
　
　
　
式
年
選
宮
本
贅
会

長
野
県
本
部
解
散
式

〓
一　
　
綱
　
　
　
　
　
　
四
ロ

教
　
言
少
年
対
策
推
進
委
員
会
　
　
七
日

神
官
基
甘
司
御
招
宴
　
　
　
　
　
九
日

神
宮
大
麻
鷹
頒
布
終
ｒ
奉
告
祭
　
　
十
日

神
宮
大
ボ
暦
頂
布
蓄
●
推
進
会
議
　
　
十
日

於
　
挫
冨
会
館
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
二
日
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ｔ
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少
■
●
工
■
ｔ
，
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，

■
十
１１
　
　
，
日
■
■
■
■
会
代
■
員
会

茶
人
指
一■
イ
研
■
●

――
　
　
計
企
伝
ｔ
式

――
　
　
教
化
市
役
――
会

一ハ
　
　
　
月

一

「̈
　
¨
■
地
区
■
イ
陥
議
会

一■
一̈〓
一
一二
一
一
一
一
〓
一　
一̈
一一^
一
一
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４
一

■
¨
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一
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一
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一
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ヽ
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「
●
■
●
●
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ヨ
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ウ
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一
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■
＾
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一
一
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●
■
■
●
ｔ
例
■
■
Ｈ
会

●

一――
　
　
”
幣
式

■
　
一――
　
　
■
■
庁
■
会

，
ｔ
ｌ
一
人
ロ

十
六
――
　
　
イｌｌｉ
●
人
Ｌ
ｒ
■
■
公
員
会

卜
人
―

―
几
――“
社
，
■
，
■
＾
イ
会

於
　
神
―――
卜
■

●
，

■
七
――■
“
■
Ｌ
十
Ｌ
十‐‐‐
■
，
修
会

■
千
　
上
野
キ

ー
■
――
　
　
十
薇
“
ｋ̈
，
員
会

九
〓
　
　
”
　
――ｌｌ
神
社
検
ｔ

ｒ
　
「
――，
庁
　
―‐―
■
イーーー
社

施
設
ｔ
ｉ
に
尽
力
し
た
功
労
者
、
故
神
の

念
が
ｔ
く
多
年
十‐‐‐
社
の
経
■
に
脇
力
し
た

，
労
者
と
し
て
神
凧
　
役
員
　
稔
代
■

二
百
六
卜

一名
が
晴
れ
の
栄
Ｌ
浴
し
た
．

本
県
で
は
次
の
四
名
が
イ
誉
を
受
け

た
。

◆
平
成
ニ
ト
五
年
度
功
績
表
影

表
彰
規
程
第
二
条
第
一
一号
　
表
彰
状

小
■
―――
賀
茂
神
社
■
刊
布
賀

寛
共

小
内
神
社
，
司
　
　
　
」「
―――
　
　
昭

ｉ
前
＝
社
宮
司
　
　
　
●
川
　
直
機

表
彰
規
程
第
二
条
第
一言
う
　
表
彰
状

平
賀
神
社
役
員
　
　
　
高
橋
　
　
今

教
　
■
●
■
員
会

教
化
＝
，
＝
，
１１
●

■
政
■
本
部
■
会

，
サ
ー‐１
■
■
■
●

於
　
仲
社
本
■

「
政
■
中
央
，
■
会

■
　
刹
――，
本
ｒ

■
■
本
庁
去
　
式

彰

人

が

五

几
　
彰

二
十

一
日
池
田
　
表

原
子
神
社
本
庁
　
庁

］̈̈「『̈
　』

で
行
わ
れ
た
。　
　
ネ

本
社
イーーー
社
の
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東
海
五
県
沖
社
庁
連
合
総
会

東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
が
四
月
二
十
四

日
、
長
野
市
の
ホ
ク
ト
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、

神
社
Ｗ
係
者
約
二
十
人
が
出
席
し
た
。

間
会
任
礼
の
後
に
、
当
番
県
神
社
庁
を
代
表
し

て
藤
丼
茂
信
庁
長
が
挨
拶
．
昨
年
の
第
六
十
二
回

神
官
式
年
遷
官
が
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
大
き
く
好

意
的
に
報
道
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
ス
７
を
絶

好
の
機
会
と
捉
え
、
神
宮
人
麻
領
布
活
動
が
着
実

に
実
を
結
ぶ
よ
う
な
、
教
化
活
動
の
さ
ら
な
る
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
神
社
本
庁
統
理

（代
理
　
口
中
恒
清
総

長
）
が
告
辞
を
、
店
司
尚
武
神
官
大
官
司
　
長
曽

我
部
延
昭
神
道
政
治
連
盟
会
長
　
加
蕨
久
雄
長
野

市
長
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
述
べ
た
。

議
事
で
は
藤
井
庁
長
が
議
長
と
な
り
、
先
ず
前

年
度
当
番
県
の
岐
阜
県
神
社
庁
が
昨
年
の
提
出
議

案
に
関
す
る
茫
過
を
報
告
．
次
い
で

「憲
法
改
正

に
向
け
た
対
策
や
各
方
面
へ
の
働
き
か
け
」
「英
霊

顕
彰
の
た
め
の
内
外
に
向
け
た
活
動
」
を
要
望
す

る
提
出
議
案
や
、
「神
言
式
年
遷
官
の
盛
儀
を
機

に
さ
ら
な
る
神
言
奉
賛
活
動
に
蓮
進
す
る
と
と
も

に
、
次
期
遷
官
に
向
け
て
青
少
年
の
参
官
促
進
を

図
る
」
と
の
申
し
合
わ
せ
な
ど
■
項
目
を
可
決
し

た
。ま
た
総
会
の
常
一言
に
つ
い
て
は
、
神
宮
式
年
選

宮
の
斎
行
に
あ
た
り
、
「
日
本
文
化
の
原
点
を
継

承
す
る
神
宮
へ
革
崇
の
念
を
さ
ら
に
深
め
　
伝
統

に
根
ざ
す
日
本
の
心
や
日
本
人
が
美
徳
と
す
る
価

値
観
を
顕
示
し
つ
つ
　
次
代
へ
伝
え
る
べ
く
振
起

邁
進
す
る
Ｌ
日
を
採
択
し
た
。

最
後
に
次
年
度
当
番
県
で
あ
る
二
重
県
神
社
庁

の
石
Ｌ
紀
男
庁
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
万
歳
三
唱

の
後
、
総
会
は
開
会
し
た
。

な
お
、
同
――
午
前
に
は
、
鷹
司
尚
武
神
官
大
宮

司
は
じ
め
　
回
中
Ｌ
清
神
社
本
庁
総
長
　
小
串
和

夫
同
副
総
長
、
長
曽
我
部
延
昭
神
道
政
治
連
盟
会

長
は
か
東
海
五
県
神
社
庁
役
員
ら
は
長
野
市
松
代

町
を
視
察
し
た
。

参
加
者
は
、
ま
す
象
山
神
社

（瀧
浮
Ｘ
官
司
）
を

正
式
参
キ
．
膨
司
大
官
司
、
日
中
総
長
ら
が
工
串

を
本
り
丼
礼
を
行

っ
た
あ
と
、
瀧
澤
宮
司
が
神
社

の
由
緒
や
祭
神
　
化
久
間
象
山
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
そ
の
後
、
大
束
五
戦
争
末
期
に
政
府
各
省
な

ど
を
移
す
た
め
建
設
さ
れ
た

「松
代
象
山
地
下
壕

（松
代
大
本
音
こ
を
見
学
し
た
。

参
加
者
は
途
中
、
大
本
営
と
阜
居
が
移
る
予
定

だ

っ
た
舞
鶴
山
、
皇
族
の
住
居
と
な
る
予
定
だ

っ

た
皆
神
山
を
眺
め
な
が
ら
、
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
ガ
イ

ド
か
ら
位
置
関
係
な
ど
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
の

後
、
総
延
長
六
十
・
に
も
及
ぶ
松
代
象
山
地
下
壊
の

一
部
を
実
際
に
入
壕
し
て
見
学
し
た
。

引
き
続
き
、
同
町
出
身
で
第
百
九
師
団
長
と
し

て
硫
黄
島
守
備
の
指
揮
を
執

つ
た
栗
林
忠
道
中

将

（の
ち
に
大
将
）
の
墓
碑
の
あ
る
明
徳
寺
を
参
拝

し
、
同
寺
関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け
た
。
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毎
年
、
東
海
地
区
五
県
を
其
々
巡
る
こ
の
研
修

会
は
今
年
二
重
県
が
担
当
し
、
二
月
十
四
日
神
官

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
外
官
に
集
合
の
後
、

二
重
県
女
子
神
職
会
円
係
者
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
古
段
地
拝
観
を
行

っ
た
。
前
日
に
横
な
ぐ
り
の

大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
ん
、
皆
傘
を
持
参
し
た
も
の

の
、　
一
転
快
晴
に
恵
ま
れ
て
の
拝
観
と
な

っ
た
。

御
垣
内
で
の
拝
礼
の
後
　
裏
の
西
御
門
か
ら
古
殴

地
に
足
を
踏
み
人
れ
、
説
明
の
ま
ま
に
新
旧
共
々

の
千
木
を
拝
す
る
と
、
苔
生
し
た
旧
御
本
殴
に
は

細
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
新
し

い
御
本
段
の
彫
金
に
は
華
美
な
装
飾
は
見
当
た
ら

ず
　
無
駄
の
無
い
”
素
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
事

に
驚
い
た
。
全
く
同
じ
も
の
を
御
敷
地
に
新
調
す

る
も
の
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
が
、
よ
り
古
い
形

を
踏
襲
し
た
為
、
こ
の
様
な
違
い
が
生
じ
た
の
だ

と
の
説
明
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
神
吉
会
鮎

べ
と
移
動
し
、

和
や
か
に
昼
食
を
と

っ
た
後
　
東
日
本
大
震
災
犠

牡
者
に
対
し
黙
祐
を
棒
げ
、
開
会
式
を
執
り
行
っ

た
。講
演
で
は
、
神
社
木
庁
長
老
で
、
二
見
興
玉
神

社
片
岡
昭
雄
宮
司
様
よ
り
、
若
か
り
し
頃
の
修

業
時
代
の
お
話
や
、
神
職
と
し
て
の
姿
勢
と
使

命
　
又
祝
詞
作
文
の
心
得
と
要
領
等
を
御
講
話
■

長
野
県
女
子
神
職
会
　
猿
田
　
英
里

い
た
。
二
見
興
王
神
社
で
は
特
に
女
子
神
職
が
多

く
職
員
と
し
て
奉
仕
さ
れ
て
お
り
　
受
講
生
か
ら

「ま
だ
女
性
の
神
職
に
対
す
る
風
当
た
り
が
強
く
、

女
性
が
御
祈
持
を
行
う
事
に
対
し
　
参
抒
者
か
』

批
判
を
受
け
る
事
が
あ
る
が
、
そ
の
様
な
時
は
ど

の
様
に
対
応
し
た
ら
良
い
か
」
と
の
質
問
に
、
一宮

仕
え
す
る
者
の
心
備
え
や
姿
勢
に
男
女
の
差
は
無

く
、
参
拝
者
に
対
し
，
司
と
し
て
丁
車
に
説
明

し
、
誤
解
を
解
い
て
い
く
事
が
肝
要
」
と
お
示
し

下
さ
っ
た
。

又
研
修
会
の
終
わ
り
に
、
和
布
の
装
飾
を
施
し

た
メ
モ
帳
や
　
洗
濯
ば
さ
み
を
綿
や
布
で
包
み
猫

や
鼠
の
形
に
催

い
合
わ
せ
た
靴
止
め
ク
リ
ッ
プ

十
　
二
重
県
女
子
神
職
会
の
皆
さ
ん
手
作
り
の

品
々
を
お
土
産
に
頂
き
、
女
性
ら
し
い
細
や
か
な

お
心
遣
い
に
心
癒
さ
れ
帰
路
に
着
い
た
．
大
変
布

意
義
な
研
修
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
事
を
強
く

心
に
刻
み
　
こ
う
し
た
場
で
の
経
験
や
　
情
報
交

換
で
得
た
ヒ
ン
ト
を
日
々
の
神
明
奉
仕
に
少
し
て

も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
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東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
記
金
上
映
に
つ
い
て

四
年
前
、
第
十
回
青
少
年
靖
回
神
社
参
拝
研
修

旅
行
に
同
行
し
、
遊
就
館
売
店
で
数
冊
の
本
を
購

入

『戦
艦
大
和
砲
声
の
評
」
（生
島
社
）
を
開
い
て
み

る
と
、　
一
枚
の
Ｃ
Ｄ
が
付
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

Ｃ
Ｄ
に
は
戦
艦
大
和
の
建
造
か
ら
最
期
に
至
る
経

緯
が
語
ら
れ
て
い
て
、
心
に
響
く
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
終
戦
後
、
今
日
に
至

っ
て
も
宇
宙
戦
艦
ヤ

マ
ト
の
劇
画
等
、
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
与
え
続

教

化

部

長

　

宇

治

橋

　

淳

け
て
い
る
大
和
の
艦
霊
　
…
現
今
に
生
き
る
我
々

は
何
を
学
ぶ
べ
き
か
‥
―
．
Ｃ
Ｄ
を
繰
返
し
聴
き
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
こ
の
大
和
の
砲
声
を
聴
い
て

貰
い
た
い
、
東
海
五
県
大
会
に
是
非
に
と
思
い
、

こ
の
旨
を
藤
井
庁
長
、
富
同
参
事
に
相
談
、
大
会

通
例
の
講
演
会
の
■
り
に
手
作
り
の
画
像
と
音
声

の
編
集
に
取
懸
り
ま
し
た
。
出
版
社
と
の
交
渉
等

は
参
事
に
　
制
限
時
間
内
に
集
約
す
る
音
声
、
こ

れ
に
伴
う
画
像
収
録
に
松
井
秀
吾
氏
、
平
林
秀
文

氏
、
参
事
に
依
頼
し
、
広
島
県
呉
市
の
大
和
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
　
遊
就
館
、
有
賀
幸
作
大
佐
記
念
碑
、
硫

貴
島
Ｉ
砕
の
栗
林
大
将
墓
所
等
の
現
地
を
訪
れ

て
　
収
録
編
集
を
重
ね
、
理
事
会
で
の
試
作
上
映

を
経
て
、
今
回
の
東
海
五
県
神
社
庁
連
合
総
会
「鎮

魂
へ
の
想
い
」上
映
に
至
り
ま
し
た
。

●
上
映
主
旨

大
束
亜
戦
争
で
日
本
は
約
二
五
０
万
人
が
犠
＋

と
な
り
、
関
係
諸
国
も
同
様
な
犠
牲
者
を
出
し
た
。

戦
争
の
悲
惨
の
時
代
を
経
て
、
日
本
は
復
興
の
た

め
に
不
断
の
努
力
と
不
屈
の
精
神
に
依
り
見
事
に

復
興
を
果
し
、
世
界
に
寄
与
す
る
日
力
を
有
し
た
。

日
本
は
敗
戦
に
至
る
経
緯
と
戦
争
に
よ
る
犠
牲
の

代
償
の
重
人
さ
を
学
び
、
平
和
国
家
を
日
指
し
て

努
力
を
続
け
て
い
る
。
大
戦
後
、
植
民
地
体
制
の

ア
ジ
ア
諸
国
を
始
め
、
世
界
各
民
族
は
自
立
と
団

結
に
日
覚
め
、
独
立
戦
争
と
言
う
更
な
る
犠
牲
の

代
慣
を
払
い
、
新
し
い
国
家
独
立
を
果
た
し
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

殉
死
さ
れ
た
０
英
霊
に
対
し
、
現
在
を
生
き
る

我
々
は
何
を
想
い
、
何
を
な
す
べ
き
か
、
を
問
う

べ
く
、
企
画
編
集
し
、
映
像
ル
一音
声
に
よ
つ
て
上

映
提
供
を
行
な
う
。

上
映
概
略

（
こ

ヤ拙
「
二
十
杵
徊
月
七
日
菊
水

一
号
作
戦
と

し
て
「大
和
」
は
「矢
矧
」
以
下
九
隻
の
残
存
少
か
の 昭和18年  トラック島泊地
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艦
列
を
組
み
、　
一
億
総
特
攻
の
先
駆
け
の
任
務
を

受
け
沖
縄

へ
向

っ
た
。
乗
組
員
の
経
験
談
も
証
言

さ
れ
大
和
の
雄
姿
が
語
ら
れ
て
い
る
。
米
軍
は
戦

艦
六
、
空
母
六
、
巡
洋
艦
七
、
駆
逐
艦
二

一
、
戦

闘
機
延
べ
三
人
六
　
浩
水
艦
三
の
圧
倒
的
戦
力
を

持
ち
、
戦
問
機
に
よ
る
四
波
の
攻
撃
を
行

っ
た
。

激
開
二
時
間
半
　
大
和
以
下
六
隻
は
撃
沈
、
艦
隊

戦
死
二
六
０
四
名
、
大
和
二
四
九
人
名
、
内
東
海

五
県
関
係
七
０
二
ｔ
、
■
一重
県

一
七
九
柱
、
愛
知

県
三
〇
三
柱
、静
岡
県
三
二
柱
、岐
阜
県

二
企
ハ
柱
、

長
野
県
三
二
柱
）。
生
存
者
僅
か
二
人
０
名
で
あ
っ

た
。
生
存
者
人
杉
氏

（当
時

一
ｔ
オ
）
の
証
言

「あ

れ
以
来

一
口
た
り
と
も
う
か
う
か
と
生
き
て
来
な

か
っ
た
　
‥
う
か
う
か
と
死
ん
で
逝
く
つ
も
り
も

な
い
。
今
と
言
う
時
代
は
あ
の
時
も
が
き
な
か
ら

死
ん
で
逝

っ
た
者
達
が
生
き
た

か
っ
た
未
来
が
今
日
だ
―
」

一
億
総
特
攻
の
先
駆
け
で
洸

み
、
今
な
お
海
底
に
眠
る
大
和

艦
隊
の
英
霊
た
ち
に
送
る
大
和

の
砲
声

二
一）

「大
和
」
最
後
の
艦
長
有

賀
幸
作
人
佐

（没
後
中
将
）
記
念

砕
の
紹
介
と
碑
文

国
に
棒
げ
た
■
た
ち
の
尊

い

い
の
ち
よ

と
こ
し
え
に
世
界
平
和
の
い

し
ず
え
た
れ
と
祈
る

昭和2C年4月 7日 徳之島沖 米楼の攻撃て爆沈した大和

（
三
）

昭
和
十
八
年
十
月

二
十

一
日
明
治
神
宮
外
苑

学
徒
出
陣
壮
行
式
、
学
徒

二
万
五
千
人

「海
行
か
ば
」
大

今
唱
の
実
録
ユ里
Ｐ
．

祖
国
の
た
め
に
散
革
し
た

英
霊
の
純
粋
な
精
神
、
担
国

の
未
来
を
信
じ
、　
一
命
を
投

げ
打

っ
て
戦

っ
た
人
達
、
愛

す
る
も
の
を
護
る
た
め
に
戦

い
に
傷

つ
き
命
を
捧
げ
た
人

達

へ
の
鎮
魂
の
想

い
を
込
め

上
映
を
終
了
．

●
結
び
に

国
の
た
め
、
世
界
平
和
の
礎
と
な
ら
れ
た
全
英

霊
に
対
し
、　
分
間
の
瞑
目
黙
祈
ス
一
場
全
員
起
立
、

「海
行
か
ば
」
の
合
唱
音
楽
）を
捧
げ
終
結
と
す
る
。

―
―

以
上
が
こ
の
企
画
の
概
要
で
し
た
。
皆
様

な
”位
の
協
力
と
賛
同
に
感
謝
致
し
ま
す
。

1召和2眸 4月 7日 徳之島沖 渕餐の攻撃で爆沈した大和
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十

九

口
子

供
参

営

団

県
神
社
庁
教
化
部
主
催
の
第
十
九
回
子
供
参
宮

団
が
、
二
月
二
十
四
ヽ
二
十
五
日
に
百
十
五
名
（内

子
供
七
十
八
名
）
の
参
加
者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
昨
年
十
月
、
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
官
が

青
少
年
対
策
牲
遺
委
員
長

等
々
力

良
勝

■

一

層

饉

斎
行
さ
れ
て
麗
し
く
見
事
に
建
て
替
え
ら
れ
た
内

宮
　
外
官
を
参
拝
。
外
宮
で
は
吉
殿
を
間
近
で
拝

観
を
す
る
事
が
で
き
、
ま
た
と
無
い
参
宮
団
と
な

り
ま
し
た
。

早
朝
各
地
を
出
発
し
た
バ
ス
四
台
は
、
意
那
峡

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
集
合
し
て
結
団
式
を
行
い
、

一
路
伊
勢
の
地

へ
向
か
い
ま
し
た
。
昨
年
は
遷
富

が
斎
行
さ
れ
神
宮
参
拝
者
は
統
計
を
取
り
始
め
て

か
ら

一
千
四
百
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
「お
か
げ
年
」

で
あ
る
本
年
は
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
状
況
判
断

も
難
し
い
た
め
、
昼
食
は
車
中
で
取
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

各
車
に
お
い
て
青
対
委
員
の
学
習
係
が
神
官
の

説
明
を
行
い
遷
宮
行
事
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
や
参
拝
作

法
、
手
水
作
法
を
実
際
の
柄
杓
を
使
い
な
が
ら
研

修
を
し
ま
し
た
。

予
定
通
り
外
官
に
到
着
し
、
子
，
達
は
服
装
を

正
し
手
水
で
身
を
清
め
、
新
し
く
輝
く
外
官
に
て

御
垣
内
参
拝
を
行
い
　
そ
の
後
旧
御
正
宮
を
拝
観

し
ま
し
た
。
近
く
で
見
る
旧
御
正
官
等
の
建
物
の

大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ
、
朽
ち
落
ち
た
尾
根
の
茅
に

二
十
年
の
月
日
の
流
れ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
例

年
は
、
神
営
職
員
に
よ
る
案
内
が
有
る
の
で
す
が
、

遷
官
行
事
も
ま
だ
多
く
有
る
た
め
に
案
内
が
頂
け

な
か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
り
　
二
十
年
に

一
度
の

機
会
で
あ
る
古
殴
拝
観
は
た
だ
見
て
通
り
過
ぎ
る

だ
け
と
な

っ
て
し
ま
い

「委
員
会
と
し
て
子
供
達

に
説
明
が
出
来
れ
ば
良
か
つ
た
。」
と
の
反
省
も
あ

り
ま
し
た
。
神
楽
般
に
て
神
楽
本
納
を
行
い
人
長

舞
、
倭
”
、
蘭
陵
工
を
奉
納
し
ま
し
た
。
長
い
時

間
の
中
で
は
足
が
痛
く
な
っ
た
者
も
い
ま
し
た
が

し

っ
か
り
と
参
拝
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。



(119号 )州神平成26年 8111日 (9)

そ
の
後
は
宿
泊
先
で
あ
る
神
宮
会
館
に
移
動
し

た
後
、
参
拝
観
光
客
で
賑
わ
う
お
か
げ
横
■
の
散

策
を
行
い
、
参
加
者
は
朝
か
ら
の
緊
張
か
ら
解
放

さ
れ
て
お
み
や
げ
を
買
っ
た
り
　
伊
勢
の
名
物
を

食
べ
た
り
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

会
館
の
夕
食
で
は
食
前
食
後
感
謝
の
意
味
を
伝

え
、
全
員
で
唱
和
し
て
食
事
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
例
年
神
宮
職
員
に
よ
る
講
話
や
火
螢
り
体

験
を
行

つ
て
頂
く
の
で
す
が
　
案
内
同
様
に
不
可

能
と
な
り
、
本
年
は
松
井
泰
智
委
員
に
よ
る
神
宮

に
つ
い
て
の
講
話
が
約

一
時
間
に
わ
た
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
子
供
達
に
質
問
を
し
な
が
ら
充
実
し
た

話
が
な
さ
れ
、　
一
日
日
の
参
拝
や
講
話
を
元
に
感

想
文
を
書

い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
（こ
の
作
文
は

後
口
伊
勢
神
官
崇
敬
会
主
催

「お
伊
勢
ま
い
り
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
致
し
ま
す
。）

二
日
目
は
　
午
前
六
時
よ
り
内
官
御
垣
内
参
拝

に
幼
児
を
含
む
全
て
の
参
加
者
が
向
か
い
ま
し

た
。
神
域
内
で
は
、
当
日
　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が

式
年
遷
官
後
初
の
御
親
拝
に
行
幸
啓
さ
れ
る
た
め

各
所
に
は
警
察
官
が
警
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
早

朝
に
も
関
わ
ら
ず
御
”
内
参
拝
を
行
う
人
が
数
組

お
り
、
遷
宮
翌
年
御
礼
の
「お
か
げ
年
」
で
神
官
に

対
す
る
信
仰
の
篤
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

朝
食
を
済
ま
せ
る
と
伊
勢
の
地
を
あ
と
に
し
て

名
古
屋
市
科
学
館

へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
こ
こ
は

ド
ー
ム
内
径
世
界
最
大
の
三
十
五
ｍ
ブ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
ド
ー
ム
が
有
り
、
そ
の
大
き
さ
に
驚
き
天
体

シ
ョ
ー
に
見
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
六
階
か
ら

二
階
ま
で
の
各
階
に
て
生
命
ラ
ボ
、
放
電
ラ
ボ
、

水
の
ひ
ろ
ば
な
ど
体
験
を
し
な
が
ら
科
学
に
触
れ

る
時
間
を
過
ご
し
全
て
の
日
程
を
終
了
し
ま
し

た
。今
回
の
子
供
参
宮
団
は
委
員
任
期
が
春
わ

っ
て

か
ら
初
め
て
の
事
で
あ
り
ま
し
た
が
、
経
験
有
る

委
員
や
付
添
の
神
職
各
位
に
よ
り
事
故
も
無
く
天

気
に
も
恵
ま
れ
予
定
通
り
無
事
に
行
う
こ
と
が
出

来
た
事
に
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。

次
回
の
開
催
は
二
十
回
日
と
い
う

一
つ
の
節
日

を
迎
え
る
参
官
団
と
な
り
ま
す
の
で
、
記
念
と
な

る
よ
り
充
実
し
た
旅
行
を
実
施
す
べ
く
今
回
の
反

省
を
ふ
ま
え
委
員
会
と
し
て
計
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。今
後
も
青
少
年
対
策
推
進
委
員
会
の
事
業
活
動

に
ご
協
力
を
賜
り
た
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

の
案
内
役
と
し
て
参
宮
活
動
に
寄
与
出
来
る
人
材

を
養
成
す
べ
く
計
画
さ
れ
た
。

今
回
は
第

一
回
と
し
て
長
野
県
神
社
庁
研
修
所

の
一，
坂
信
廣
講
師

希

宮
概
説
担
当
）
に
よ
り
行
わ

れ
、
行
程

一
日
日
と
し
て
バ
ス
内
で
の
ビ
デ
オ
学

習
及
び
解
説
　
神
宮
徴
古
館

出
辰
業
館
に
於
け
る

重
要
展
示
の
観
覧
及
び
解
説
に
続
き
外
官
研
修
と

し
て
、
正
宮
正
式
参
拝
　
旧
正
殿
拝
観
　
せ
ん
ぐ

う
館
観
覧
　
域
内
別
宮
所
管
社
及
び
月
読
四
宮
巡

拝
、
御
塩
浜
見
学
　
御
塩
殿
神
社
参
拝
等
の
後
、

二
見
に
宿
泊
し
夕
食
の
間
質
疑
応
答
及
び
意
見
交

換
を
行

っ
た
。

翌
二
日
日
は
内
宮
研
修
と
し
て
ＩＨ
止
殿
正
式
参

拝
　
域
内
別
宮
及
び
所
管
社
巡
拝
並
び
に
各
社
解

説
研
修
を
行

っ
た
後
、
御
神
楽
奉
納
、
神
官
司
庁

神
馬
休
養
所
等
を
見
学
し
た
。

参
加
者
よ
り

「神
官
に
参
キ
す
る
機
会
は
多

い

が
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
事
が
多
い
」
と
い
っ
た

長
野
県
神
社
庁
で
は
二
月
十
八
日
～
＋
九
日
の

二
日
間
に
亘
り

第
六
十

二
回
神

宮
式
年
遷
宮
を

記
念
し
神
職

の

‐
」
特
別
研
修
会
を

「
　
実
施
し
た
。

１１

　

木
研
修
会

の

‐
趣
旨
は
祭
祀

の

厳
修
と
神
社

の

１
■

護
持
を
最
も
厳

格
に
守
り
伝
え
て

い
る
神
官
を
よ
り

詳
し
く
学
び
神
明

奉
仕
の
基
礎
と
す

る
事

は
も
と

よ

り
、
通
常
の
参
拝

団
で
は
進
拝
と
な

る
事

が
多

い
別

官
　
摂
末
社
　
所

管
社
を
巡
拝
し
て

認
識
を
深

め
今

後
、
氏
子
崇
敬
者
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意
見
が
多
く
あ
り
、
神
職
自
ら
が
山
信
を
持
っ
て

神
官
に
つ
い
て
総
代
　
氏
子
崇
敬
者
に
語
り
、
共

に
参
官
を
行
う
事
が
次
期
遷
官
に
向
け
て
の
人
き

な
架
け
橋
と
な
る
手
を
深
く
感
じ
る
研
修
と
な
っ

た
．

創
立
六
十
五
周
年
を
迎
え
て

長
野
県
神
道
青
年
会
会
長
　
１１
條
　
雅
彦

平
成
二
十
五
年
度
は
長
野
県
神
道
十
年
会
が
創

立
さ
れ
て
よ
り
人
卜
７‐
年
を
迎
え
る
と
い
う
■
年

で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
我
々
は
百
二
十
余
名
で
組

織
さ
れ
　
実
際
参
加
で
き
る
会
ｉ
は
そ
の
数
制
と

い
う
少
な
い
人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
六
十
五
月

年
を
迎
え
る
に
あ
た
０
先
十
方
の
積
み
Ｌ
げ
て
こ

ら
れ
た
Ｅ
■
を
，
認
識
す
る
と
共
に
、
今

一
度
会

員
の
川
結
を
図
る
べ
く
何
か
し
ら
行
事
を
行
い
た

い
と
い
う
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
二
月
二
十
日

に
は
前
年
度
非
常
に
好
評
で
あ

つ
た
桃
井
前
会
長

に
ヽ
度
ご
計
演
■
き
　
日
を
同
じ
く
し
て
有
賀
祭

式
講
師
、
■
澤
助
教
ご
指
導
の
下
祭
式
研
修
会
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
事
業
の

．
環
と

し
て
国
旗
掲
揚
啓
発
活
動
を
旨
と
し
　
Ｆ
ハ
ー
ト

等
広
く
場
所
の
取
れ
な
い
所
で
も
掲
揚
で
き
る
小

型
マ
グ
ネ
ッ
ト
式
の
日
旗
と
掲
揚
台
を
新
た
な
頒

布
品
と
し
て
採
り
入
れ
　
そ
れ
に
伴
い
祝
祭
日
を

記
し
た
，
ラ
ン
を
頒
布
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。
そ
し
て
二
月
十
二
日
に
は
創
立
六
十
五
周
年

一卜
　
奇
・

記
念
大
共
祝
賀
会
を
剛
催
す
る
返
び
と
な
り
、
長

野
県
神
社
庁
神
殴
の
大
前
に
て
事
の
山
を
ご
報
告

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
式
共
祝
賀
会
に
は
県
内
関

係
者
各
位
に
お
声
か
け
さ
せ
て
”
い
た
と
こ
ろ

年
度
末
の
大
変
お
忙
し
い
中
、
副
庁
長

年
治
橋
淳

様
を
は
じ
め
別
表
特
別
神
社
宮
司
、
Ｆ
代
会
長

当
会
面
間
諸
先
輩
方
一
十
名
近
い
十
薇
が
足
を
お

進
び
く
だ
さ
り
　
格
大
に
冊
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
先
■
方
の
ご
活
躍
さ
れ
て
い
た
当
時
に

比
べ
消
極
的
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
な
現
在
で
す

が
、
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
■
様
に
祝
禍
さ
れ
る
中

で
、
我
々
青
年
神
職
に
期
待
さ
れ
る
も
の
が
ま
だ

ま
だ
あ
る
事
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
先
ほ
ど
述
べ

た
と
お
り
実
質
参
加
者
が
少
数
の
現
状
で
ご
ざ
い

ま
す
。
大
言
中
す
■
は
で
き
ま
せ
ん
が
　
我
々
は

何
が
で
き
る
の
が
、
何
を
成
す
べ
き
な
の
か
を
見

た
め
な
が
ら
　
斯
界
興
隆
の

一
端
を
担
う
べ
く
研

凛
に
励
ん
で
ま
い
り
だ
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
皆
様
方
の
ご
指
〓
ご
鞭
推
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
中
し
■
げ
つ
つ
　
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
．

小型マグネット式国旗 掲揚台

新^
規
頌
布
品
）

お
問
い
合
せ
は
　
神
青
会
活
動
委
員
会
べ
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平
成
二
十
六
年
度
南
安
曇
支
部
事
業
初
と
な
る

氏
子
総
代
棠
礎
研
修
会
が
、
去
る
六
月
十
六
日
穂

高
神
社
参
集
殿
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
氏
子

総
代
が
、
こ
の
会
に
参
加
し
場
い
よ
う
に
と
十
日

の
午
後
六
時
か
ら
九
時
ま
で
の
三
時
間
で
行
わ

南
安
曇
支
部
　
調
査
研
修
委

員
長
　
須

澤
　
清

昭

れ
、
神
職
総
代

一
二
●
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
先

ず
開
会
の
式
典
が
あ
り
、
休
憩
を
挟
ん
だ
二
部
構

成
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
第

一
部
は
県
神
社
庁
副
庁

長
↑
治
橋
淳
先
生
よ
リ
コ
■
社
組
織
関
連
団
体
　
宗

教
法
人
と
し
て
の
神
社
、
氏
子
総
代
の
心
得
、
敬

神
生
活
の
綱
領
に
つ
い
て
」
の
計
義
が
な
さ
れ
、
中

で
も
神
社
参
拝
の
作
法
は
喜
怒
哀
楽
の
感
情
表
現

と
上
に
重
な
っ
た
も
の
で
あ
り
　
お
願
い
と
感
謝

長
れ
と
篤
き
を
体
で
表
し
て
い
る
と
説
か
れ
ま
し

た
。
い
ま
ひ
と
つ
は
今
の
自
分
は
遠
い
祖
先
が
あ

る
か
ら
こ
そ
存
在
す
る
、
そ
の
祖
先
が
遺
し
た
財

産
を
、
何
百
年
後
の
日
本
の
歴
史
と
し
て
作
り
上

げ
る
の
も
今
生
き
て
い
る
者
の
務
め
で
あ
り
　
短

い
総
代
“
期
の
間
で
は
あ
る
が
、
伝
続
文
化
を
次

世
代
に
確
実
に
申
し
せ
る
責
任
と
義
務
を
認
識
さ

れ
る
よ
う
話
さ
れ
た
事
が
心
に
強
く
響
き
ま
し

た
。休
憩
の
四
十
五
分
間
に
食
事
を
と
る
こ
と
と

し
、
こ
の
間
、
食
前
食
後
感
謝
の
言
葉
と
作
法
説

明
を
行
い
、
百
名
余
の
参
加
者

一
同
が
そ
ろ
っ
て

行
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

第
二
部
は
支
部
調
査
研
修
委
員
が
講
師
と
な

り
　
参
考
冊
子
「神
社
参
拝
の
か
た
ち
■
・・沿

っ
て
、

祭
り
の
流
れ
　
作
法
、
手
水
　
玉
中
拝
礼
等
が
説

明
さ
れ
、
続
い
て
神
官
人
麻
に
つ
い
て
、
由
来
と

家
庭
祭
祀
の
大
切
さ
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

支
部
事
業
に
つ
い
て

一
年
間
の
事
業
内
容
と
と
も

に
、
研
修
旅
行

へ
の
参
加
を
依
頼
し
修
了
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
．

こ
の
た
び
の
研
修
会
は
、
参
加
し
た
氏
子
総
代

全
員
が
諸
義
中
に
弛
繊
退
屈
す
る
こ
と
な
く
、
咳

払
い
ひ
と
つ
せ
ず
集
中
し
て
受
講
さ
れ
　
必
要
性

に
応
じ
た
高
い
教
養
と
意
欲
の
中
で
意
義
あ
る
事

業
と
な
り
、
例
年
の
事
業
と
す
る
べ
く
感
じ
た
次

第
で
あ
り
ま
し
た
。
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飽
器

い

日

も

本
号
で
は
手
水
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

古
事
記
に
よ
れ
ば
、
国
生
み
を
終
え
た
伊
邪
那

岐
命
、
伊
邪
那
美
命
二
れ
の
神
は
、
火
の
神

（迦

具
土
神
）
を
生
み
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
伊
邪
那
美

命
は
体
を
焼
か
れ
命
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。伊
邪
那
岐
命
は
嘆
き
、
亡
く
な

っ
た
妻
に
会
う

為
に
黄
泉
の
同
へ
向
か
い
ま
す
が
　
そ
こ
で
醜
い

姿
に
な

つ
て
し
ま

つ
た
伊
邪
那
美
命
の
怒
り
を
か

い
、
追

っ
手
を
逃
れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

伊
邪
那
岐
命
は
苦
泉^
の
国
に
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
薇
れ
て
し
ま

っ
た
身
を
清
め
る
為
に
、
筑
紫
の

日
向
の
橘
の
小
戸
の
阿
波
岐
原
で
政
を
し
ま
す
。

こ
の
際
、
日
や
鼻
を
沈

つ
た
時
に
生
ま
れ
た
神
々

が
天
照
大
御
神
、
月
読
命
、
須
佐
之
男
命
の
三
貴

神
で
す
。

械
れ
を
忌
み
、
祓
い
清
め
る
こ
と
や
、
清
浄
を

好
む
我
が
回
の
伝
統
文
化
は
神
話
に
基
づ
い
て
い

ま
す
。
私
達
の
祖
先
は
、
神
さ
ま
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
人
間
も
清
浄
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

神
前
に
向
か
う
時
は
必
ず
初
め
に
清
め
を
行
い
、

常
に
心
身
と
も
に
清
浄
で
あ
る
こ
と
が
古
よ
り
守

り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
為
神
事
に
臨
む
に
当
た
っ
て
、
そ
の
奉
仕

員
や
参
列
諸
員
は
先
ず
手
水
を
行
う
の
が
原
則
で

す
。手
水
と
は
清
水
で
手
と
口
を
清
め
る
食
式
を
言

い
、
楔
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
す
。

次
に

一
般
的
な
神
事
に
お
け
る
「手
水
の
後
」
を

紹
介
し
ま
す
。

◆

手

水

を

受

け

る
作

法

ま
ず
手
水
所
役
よ
り
、
柄
杓
で
す
く
わ
れ
た
水

を
三
度
に
分
け
て
受
け
ま
す
。

①
水
を
両
手
で
受
け
、
初
め
に
手
を
清
め
る
。

②
水
を
両
手
で
受
け
、
口
に
含
み
清
め
る
。

一
●
●
ア
　
ヽ
■

１

０
水
を
両
手
で
受
け
、
再
度
手
を
清
め
る
。
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０
拭
い
紙
を
受
け
取
り
、

た
水
を
拭
う
。

口
の
周
囲
と
手
に
付
い

以
■
を
青
ま
せ
て
か
ら
所
定
の
位
置
に
立

つ

（列
立
）、
ま
た
は
自
席
に
“
―，
ま
す
（著
“
）．

ま
た
手
水
に
は
神
社
な
ど
べ
参
抒
す
る
前
に
行

う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

神
社
の
人
口
で
あ
る
鳥
■
の
手
前
や
鳥
号
を
く

ぐ

っ
て
す
ぐ
の
参
道
付
近
に
は
千
水
舎
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
作
法
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ｒ番●●

◆
■

水
告

で

の
作

法

千
水
合
で
手
水
を
す
る
場
合
は
口
ら
■
杓
を
，

り
ま
す
。
柄
杓

一
“
の
水
で
五
日
の
市
め
を
行
い

ま
す
の
で
多
め
に
扱
む
必
要
が
あ
り
ま
す
．

０
着
手
で
柄
杓
を
持
ち
左
手
を
清
め
る
。

一Ｑ
柄
杓
を
左
手
に
持
ち
替
え
若
手
を
清
め
る
。

（Ｑ
柄
杓
を
着
手
に
持
ち
替
え
左
手
に
水
を
汲
ん
で

口
に
含
み
清
め
る
。

０
再
度
左
手
を
清
め
る
。

Ｃ
柄
杓
を
斜
め
に
傾
け
、
柄

今手
に
し
た
部
分
）
を

清
め
る
。

神
事
に
臨
む
際
、
ま
た
神
社
に
参
抒
し
て
折
り

を
林
げ
る
前
に
　
ま
ず
心
身
を
清
め
て
か
ら
＝
前

に
向
か
う
よ
う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

教
化
部
茶
祀
委
員
会
　
北
爪
　
Ｉ
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氏
神
様
と
い
う
言
葉
は
、
私
た
ち
に
暖
か
い
も

の
　
懐
か
し
い
も
の
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
は

氏
神
様
を
自
分
の
祖
先
の
集
合
体
と
考
え
る
信
仰

が
我
々
の
胸
の
内
深
く
に
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。
柳
田
國
男
は
「
」れ
を
縦
の
連
帯
、
す
な
わ
ち

日
に
見
え
ぬ
過
去
の
力
の
援
護
を
信
し
た
か
ら
」

と
い
っ
て
い
ま
す
。
神
社
関
係
の
人
々
は
、
い
ず

れ
か
の
神
社
の
氏
子
で
な
い
日
本
人
は

一
人
も
い

な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
、
日
本

人
は
全
て
の
人
が
ど
こ
か
の
神
社
の
氏
子
で
あ
る

と
い
う
信
仰
で
あ
り
　
お
祭
り
の
祝
詞
も
そ
の
よ

う
に
奏
上
し
て
い
ま
す
。
人
は
氏
神
様
の
導
き
で

こ
の
世
に
生
ま
れ
、
亡
く
な
る
時
も
氏
神
様
の
導

き
で
相
応
し
い
と
こ
ろ
に
行
く
と
い
う
信
仰
で
も

あ
り
ま
す
。

お
宮
参
り
を
も

つ
て
氏
子
入
り
を
す
る
と
い
う

古
い
習
慣
が
あ
り
ま
す
。

私
の
近
く
の
具
体
例
で
考
え
て
み
ま
す
。

私
の
住
む
最
小
単
位
の
常
会
，
日
は
こ
れ
を
、
ム

ラ
と
呼
び
ま
し
た
。
例
え
ば
ム
ラ
ウ
チ
に
不
幸
が

あ
れ
ば
必
ず
葬
後
に
行
き
ま
す
。）
こ
の
八
木
耕
地

は
お
よ
そ
四
つ
の
氏
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
ひ
と
つ
の
氏
で
あ
る
前
山
姓
が
祀
っ
て
い
る
祝

殿
が
あ
り
、
毎
年
四
月
に
当
番
の
持
ち
回
り
で
お

祭
り
を
し
て
い
ま
す
。
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
の
地

教
化
講
師
　
山
崎
　
洋
文

番
が
若
〓
と
い
う
地
番
で
、
祝
殿
も
若
言
様
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
慶
応
四
年
と
記
さ
れ
た
麻
製
の

小
旗
を
い
ま
で
も
使
用
し
て
い
る
の
で
、
江
戸
期

に
は
す
で
に
お
祭
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
こ
の
祝
殿
を
構
成
す
る
十
七
戸
の
な
か
の

十

一
戸
は
前
山
姓
で
す
が
、
な
か
に
は
そ
う
で
な

い
家
、
山
崎
家
、
中
村
家
の
よ
う
な
家
も
参
加
し

て
い
す
。
そ
し
て
、
肝
心
な
の
は
そ
れ
ら
の
人
々

も
若
言
様
が
氏
神
様
だ
と
信
し
て
い
る
こ
と
で

若
い
夫
婦
に
子
供
が
生
ま
れ
た
の
で
、
若
官
様
に

詣
で
た
と
聞
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
　
若
宮
様
が
氏

神
様
だ
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
そ
の
家

代
々
の
伝
え
で
も
あ

つ
た
の
で
す
。

若
官
様
は
　
ひ
と
つ
の
例
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、

各
葉
落
に
氏
の
数
だ
け
祝
殿
が
あ
り
、
神
職
が
奉

ユ
イ
の
共
同
作
業
に
支
障
が
無
い
よ
う
に
互
い
に

親
陸
を
深
め
る
の
が
音
の
氏
神
様
の
御
祭
で
あ

つ

た
の
で
し
ょ
つヽ
。

明
治
三
十
九
年
十
二
月
原
敬
内
務
大
臣
が

一

村

一
社
に
ま
と
め
る
よ
う

■
［祀
令
」
を
だ
し
ま
し

た
。
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
る
と
、
「
お
営

の
数
が
あ
ま
り
に
も
多
く
、
お
祭
り
ば
か
り
や
つ

て
い
て
仕
事
を
し
な
い
の
で
、
ム
ラ
に
ひ
と
つ
の

神
社
に
ま
と
め
る
よ
う
明
治
政
府
が
命
令
し
た
ん

だ
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
家
続
制
の
で
き
る

神
社
に
ま
と
め
て
し
ま
お
う
と
い
う
政
府
の
意
図

が
あ

っ
た
の
で
し
ょ
つヽ
。

例
で
あ
げ
た
若
宮
と
い
う
地
番
の
土
地
は
大
字

の
神
々
を
全
て
ま
と
め
て
祀
っ
て
あ
る
自
由
神
社

の
飛
び
地
に
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
　
合
祀
令
の

実
績
が
こ
こ
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
合
祀

さ
れ
た
の
で
す
か
ら
、
自
山
神
社
の
祭
り
が
氏
神

様
の
祭
り
に
な
る
の
で
す
が
、
神
社
の
祭
り
を
行

い
、
そ
れ
と
は
別
に
同
姓
の
祭
り
を
お
こ
な

つ
て

い
る
こ
と
は
、
と
で
も
興
味
深
い
現
象
だ
と
思
い

ま
す
。
明
治
四
十
二
年
に
作
ら
れ
た

「村
祭
り
」
と
い
う

文
部
省
唱
歌
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
合
祀
の
あ
と

の
理
想
が
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

仕
す
る
し
な
い
に

か
か
わ
ら
ず
同
姓

の
お
祭
り
が
お
こ

な
わ

れ

て

い
ま

す
。
つ
ま
り
こ
の

同
姓
の
祝
殴
が
本

来
の
意
味
の
氏
神

で
、
祖
先
を
同
じ

く
す
る
家
々
が
農

耕
の
始
ま
る
前
に

文
部
省
唱
歌

村
の
鎮
守
の
神
様
の

今
日
は
め
で
た
い
お
祭
り
日

ど
ん
ど
ん
ひ
や
ら
ら
　
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら

者宮様の祭り
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ど
ん
ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら

ど
ん
ひ
ゃ
ら
ら

朝
か
ら
聞
こ
え
る
笛
太
鼓

年
も
豊
年
万
作
で

村
は
総
出
の
大
祭
り

ど
ん
ど
ん

夜
ま
で
賑
わ
う
宮
の
森

治
ま
る
御
世
に
神
様
の

め
ぐ
み
仰
ぐ
や
村
祭
り

ど
ん
ど
ん

聞
い
て
も
心
が
勇
み
立
つ

が
っ
て
産
土
様
と
氏
神
様
と
は

一
緒
だ
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

更
に
、
も

っ
と
広
い
範
囲
に
な
る
と
、
郷
社
と

呼
ば
れ
た
神
社
の
よ
う
に
そ
の
地
方
を
ま
と
め
る

大
き
な
神
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
く
ら
い
の
神
社

に
な
る
と
神
職
が
い
つ
で
も
対
応
し
て
く
れ
、
お

官
参
り
、
七
五
二
等
、
個
人
の
祈
願
を
常
時
受
け

付
け
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
お
官
も
氏
神
社
と
呼
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
二
重
　
二
重
の
氏
子
が

で
き
て
き
ま
す
。
本
来
、
日
本
人
は
、
そ
れ
で
も

お
構
い
な
し
に
多
く
の
神
々
を
拝
み
ま
し
た
。
最

終
的
に
は
、
本
宗
と
仰
ぐ
伊
勢
の
神
官
が
日
本
人

全
て
を
■

つ
て
く
れ
る
氏
神
様
と
い
う
考
え
に
至

り
ま
す
。
「総
氏
神
」
と
い
う
表
現
は
適
切
か
ど
う

か
の
問
題
は
あ
り
ま
す
が
、
我
々
を
守

っ
て
く
れ

る
の
が
氏
神
様
だ
と
し
た
ら
、
日
本
全
体
を
守

っ

て
く
れ
、
日
本
人
が
限
な
く
崇
敬
す
る
神
社
で
あ

り
　
日
本
の
ど
の
家
で
も
お
祀
り
さ
れ
る
神
様
と

し
て
、
神
官
が
あ
げ
ら
れ
る
の
は
間
違

っ
て
は
お

り
ま
せ
ん
。

信
仰
は
心
の
動
き
で
あ
り
、
見
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
信
仰
に
基
づ
く
敬
利
と
い
う
、
神
を

敬
う
行
動
は
外
の
形
で
す
の
で
他
人
が
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と
が
、敬
神
な
の
で
し
ょ

ヽ^「′．そ
れ
は
、
お
祭
り
を
す
る
こ
と
で
す
。
村
の
社

の
祭
り
は
も
と
よ
り
、
家
庭
で
も
お
祀
り
を
す
る

こ
と
で
す
。
日
本
伝
統
の
諸
行
事
を
行
う
こ
と
も

お
祀
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
祀
り
の
中
心
　
家
庭
の
中
心
と
し
て
の
お
札

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
真
ん
中
に
天
照
皇
太
神
宮

（神
宮
大
麻
）
を
納
め
そ
の
向
か
っ
て
右
に
氏
神
様

の
お
札
。
左
に
じ
ぶ
ん
の
よ
く
お
参
り
す
る
神
社

の
お
札
を
収
め
ま
す
。
敬
神
生
活
は
、
縦
の
連
帯

を
無
意
識
に
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
日
本
人
の
習

慣
な
の
で
す
。

鎌
倉
時
代
、
執
権
北
条
泰
時
が
御
家
人

（武
十
）

の
た
め
に
策
定
し
た
貞
永
式
日
の
第

一
条
に

神
は
人
の
敬
に
よ
り
て
成
を
増
し

人
は
神
の
徳
に
よ
り
て
運
を
添
ふ

と
あ
り
ま
す
。
神
職
に
示
し
た
の
で
は
な
く
、
武

ｔ
の
守
る
べ
き
も
の
と
し
て
　
敬
神
の
心
が
け
を

揚
げ
て
あ
る
の
は
さ
す
が
で
す
。
二
条
以
降
に
お

祭
り
を
盛
ん
に
し
な
さ
い
と
い
う
条
日
も
あ
り
ま

す
。神
社
を
守
り
、
祭
り
を
盛
大
に
す
る
こ
と
は
す

な
わ
ち
私
た
ち
が
お
お
き
な
神
の
め
ぐ
み
を
蒙
る

こ
と
に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。

敬
虔
な
祈
り
を
棒
げ
る
い
わ
ゆ
る
宗
教
活
動
よ

り
も
、
故
神
行
動
が
身
に
つ
い
て
、
日
々
お
祭
り

を
し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
人
の
信
仰
な
の
で
す
。

心
だ
に
誠
の
道
に
か
な
い
な
ば

祈
ら
ず
と
て
も
神
や
ま
も
ら
ん

こ
の
首
原
道
真
の
和
歌
の
解
釈
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
　
心
の
な
か
に
敬
神
の
こ
こ
ろ
が
け
が
決

ま

つ
て
い
れ
ば
　
く
ど
く
ど
と
祈
ら
な
く
て
も
神

様
は
い
つ
も
守

っ
て
く
れ
る
の
だ
。
と
捉
え
ま
す
。

神
宮
大
麻
を
受
け
ま
し
ょ
スヽ

受
け
て
な
い
方

に
は
勧
め
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献
　
氏
神
と
氏
子
　
柳
出
回
男
全
集
⑭

こ
の
歌
詞
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
氏
神
様
は

ま
と
め
ら
れ
鎮
守
の
神
様
と
な
り
、
村
を
護

っ
て

く
れ
る
神
様
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
氏
神
の

合
同
と
柳
田
翁
は
い
っ
て
い
ま
す
。
年
は
米
の
こ

と
を
指
し
、
豊
作
を
祝
い
村
全
員
で
賑
や
か
に

祝

っ
て
い
る
様
子
が
よ
く
現
れ
て
い
ま
す
。
三
連

に
な
る
と
、
平
和
な
世
の
中
に
感
謝
す
る
気
持
ち

が
氏
神
さ
ま
の
お
陰
で
あ
り
、
生
き
る
力
の
源
だ

と
も
解
釈
で
き
ま
す
。

一
方
、
産
十
様
と
い
う
言
葉
も
あ
り
ま
す
。
産

上
と
は
出
身
地
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
と
言

い
ま
す
が
、
私
が
理
解
し
て
い
る
意
味
合

い
は

人
が
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
守

っ
て
く
れ
る
神

様
だ
と
い
う
こ
と
で
　
葬
儀
の
前
段
に
帰
幽
報
告

の
祭
詞
の
な
か
に
亡
く
な

っ
た
人
を
導

い
て
く

れ
る
神
様
と
し
て
産
土
神
が
登
場
し
ま
す
。
し
た
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上
伊
那
支
部
長
　
自
鳥
　
俊
明

平
成
二
十
五
年
度
「
“
縄
「信
濃
の
塔
」
慰
霊
戦
跡

巡
拝
の
旅
」
は
、
上
伊
那
支
部
が
慰
霊
祭
の
御
奉

仕
の
担
当
を
い
た
し
ま
し
た
。
前
年
よ
り
、
長
野

県
遺
族
会
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、　
一
月
二
十
二

日
に
は
長
野
市
で
行
わ
れ
た
結
団
式
に
出
席
し
、

二
月
五
日
よ
り
三
泊
四
日
に
て
、
沖
縄
へ
出
発
致

し
ま
し
た
。
長
野
市
を
電
車
で
出
発
し
た
慰
霊
巡

拝
団

一
行
約
四
十
名
と
、
南
信
出
発
の
我
々
は
名

古
屋
駅
で
合
流
し
、
セ
ン
ト
レ
ア
空
港
よ
り
沖
縄

に
向
け
飛
び
立
ち
ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
初
め
て

の
沖
縄
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
人
気
予
報
は
全

行
程
が
雨
模
様
、
沖
縄
上
空
の
二
重
の
雲
を
か
き

分
け
那
覇
空
港
に
降
り
、
空
港
か
ら
は
バ
ス
で
タ

食
会
場
へ
直
行
し
　
夕
食
後
は
宿
泊
ホ
テ
ル
の
部

屋
で
　
前
も
っ
て
神
社
庁
か
ら
送
っ
て
あ
る
装
東
、

文
部
か
ら
送
っ
た
生
産
品
や
紙
■
類
の
荷
を
解
い

て
玉
串
等
を
調
製
し
、
慰
霊
祭
の
打
ち
合
わ
せ
を

し
な
が
ら
夜
は
更
け
て
い
き
ま
し
た
。

二
日
日
、
本
隊
よ
り

一
足
早
く
タ
ク
シ
ー
で
移

動
し
て
　
予
報
通
り
の
雨
が
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を

濡
ら
し
ま
し
た
が
、
摩
文
仁
の
丘
に
つ
く
頃
に
は

雨
も
上
が
り
、
丘
の
上
の
方
に
位
置
す
る
「信
濃
の

塔
」
へ
移
動
す
る
と
、
今
に
も
落
ち
て
き
そ
う
な

雨
に
、
準
備
万
端
テ
ン
ト
が
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

神
饂
を
並
べ
注
連
縄
を
張
り
、
＋
時
か
ら
の
追
悼

式
に
続
き
慰
霊
祭
を
斎
行
し
ま
し
た
。
心
配
さ
れ

ま
し
た
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
「信
濃
の
塔
」

に
着
い
て
か
ら
は
不
思
議
と
雨
は
降
ら
ず
、
我
々

四
名
に
、
個
人
手
配
で
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
二
名

を
併
せ
、
雅
楽
演
奏
を
添
え
六
名
で
御
奉
仕
致
し

ま
し
た
。
事
前
に
見
て
き
た
ビ
デ
オ
で
は
、
風
が

強
く
諸
事
大
変
そ
う
で
し
た
が
　
風
も
無
く
穏
や

か
な
中
、
無
事
斎
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

片
付
け
を
済
ま
せ
、
管
理
事
務
所
で
着
替
え
を
し

本
豚
に
袷
流
し
て
、
後
の
行
程
を
共
に
巡
り
、
「平

和
の
礎
Ｌ
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
に
続
い
て
、
長
野
県
佐

久
市
出
身
の
小
池
中
佐
が
最
期
を
遂
げ
た

「糸
洲

の
壕
」を
見
学
し
ま
し
た
。
「ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
に
同

じ
く
軍
よ
り
解
散
命
令
が
下
る
も
機
転
を
利
か
せ

て
解
散
の
時
を
読
み
、
生
き
て
親
元
へ
　
と
当
時

と
す
れ
ば
異
端
と
も
さ
れ
か
ね
な
い
言
葉
と
行
動

で
学
徒
隊
を
導

い
た
小
池
中
佐
に
想
い
を
馳
せ
、

学
徒
隊

（積
徳
女
学
校
）
に
縁
の
あ
る
大
典
寺
で
生

き
残
り
の
方
々
か
ら
当
時
の
お
話
を
伺
い
、
意
義

深
い
一
日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
日
日
は
　
予
報
を
覆
し
素
晴
ら
し
い
天
候
に

恵
ま
れ
（
「
紳
縄
県
護
回
神
社
」
で
正
式
参
拝
。
そ

の
後

♂
嘱
好
締
界
地
」
横
の
道
の
駅
か
ら
空
港
を
跳

め
、
「万
座
毛
」
「佐
喜
員
美
術
館
」
を
見
学
、
屋
上

か
ら
は
霊
日天
間
基
地
」
で
ホ
バ
ー
リ
ン
グ
す
る
オ

ス
ブ
レ
イ
に
遭
過
。
「海
軍
司
令
部
壕
」
を
見
学
し

た
後
、
本
隊
が
狽
十
物
を
し
て
い
る
間
に
我
々
は

タ
ク
シ
ー
で
「波
上
宮
」を
参
拝
し
ま
し
た
。

最
終
日
は

「首
Ｉ
城
」
か
ら
那
覇
空
港

へ
、
帰
り

道
は
観
測
史
上
稀
に
見
る
大
雪
で
高
速
道
路
が
通

行
止
め
に
な
り
、
名
古
屋
か
ら
下
道
を
七
時
間

と
い
う
オ
マ
ケ
付
き
で
は
あ
り
ま
し
た
が
　
大
変

思
い
出
深
い
有
昔
義
な
旅
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
「信
濃
の
塔
」
建
立
か
ら
五
十
年
の
節

目
の
年
に
あ
た
り
、
人
々
的
に
慰
霊
祭
を
斎
行
し

て
欲
し
い
１
と
の
遺
族
会
長
様
の
お
話
が
あ
り
ま

し
た
こ
と
を
中
し
添
え
、
慰
霊
巡
拝
旅
行
の
御
報

告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

沖縄「信濃の制 慰霊業
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垂
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平
成
二
十
六
年
五
月
十
八
日
、
「大
東
亜
戦
争
戦

跡
『北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
尋
末
』」
に

参
加
す
る
た
め
、
南
安
曇
支
部
の
官
澤
民
雄
氏
と

成
田
へ
向
か
い
、
総
勢
二
十
名
の
慰
霊
団
に
合
流
、

翌
二
月
十
九
日
、
成
田
空
港
よ
リ
サ
イ
バ
ン
に
向

け
て
飛
び
立
っ
た
。

慰
霊
祭
を
行
う
テ
ニ
ア
ン
島
は
、
サ
イ
バ
ン
島

の
南
西
約
八
キ
ロ
、
サ
イ
バ
ン
空
港
か
ら
セ
ス
ナ

機
で
約
十
分
の
場
所
に
位
置
す
る
。
長
野
県
に
緑

の
深
い
「松
本
歩
兵
第
五
十
聯
隊
」
の
終
焉
の
地
で

玉
依
比
賣
命
神
社
　
富
司
　
瀧
　
澤
　
　
　
基

あ
り
、
広
島
　
長
崎
に
原
子
爆
弾
を
落
と
し
た
、

Ｂ
”
「
エ
ノ
ラ
　
ゲ
イ
Ｌ
ボ
ッ
ク
ス
　
カ
ー
」
に
原

爆
を
搭
載
し
た
島
で
あ
る
こ
と
は
知

っ
て
い
た

が
、
ス
一］
イ
初
め
て
テ
ニ
ア
ン
島
に
降
り
立
っ
た
。

年
間
を
通
し
て
平
均
気
温
が
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
北
マ
リ
ア
ナ
地
方
、
乾
季
と
雨
季
の
二
季
し

か
無
い
中
で
、
五
月
は
雨
季
と
い
う
こ
と
も
あ
り

天
気
予
報
を
注
視
し
て
い
た
が
、　
一
日
の
ど
こ
か

で
必
ず
ス
コ
ー
ル
に
見
舞
わ
れ
る
当
地
方
に
あ
つ

て
は
、
降
水
確
率
は
自
ず
と
高
く
な
り
参
考
に
は

な
ら
な
い
。
ま
さ
し
く
、
滞
在
期
間
中
の
昼
間
は

雨
に
降
ら
れ
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
慰
霊
祭
当
日

は
、
朝
方
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
雨
は
夜
明
け
と
共
に
上
が
り
、
ダ
イ
ナ
ス

テ
ィ
ホ
テ
ル
の
窓
か
ら
は
虹
を
拝
む
こ
と
も
出
来

た
。
台
湾
資
本
と
い
う
こ
と
で
中
国
人
宿
泊
客
が

多
く
、
日
本
人
客
は
私
た
ち
だ
け
だ
っ
た
よ
う
に

思
え
た
が
、
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
た
際
、

自
衣
自
袴
の
奉
仕
員
た
ち
は
彼
ら
に
は
ど
の
よ
う

に
映
っ
た
で
あ
ろ
つヽ
か
。
ホ
テ
ル
か
ら
は
チ
ャ
ー

タ
ー
し
て
あ
っ
た
大
型
バ
ス
で
移
動
、
約
十
分
は

ど
で
長
野
県
神
道
青
年
会
が
建
立
し
た
慰
霊
施
設

の
あ
る
ス
ー
サ
イ
ド
ク
リ
フ
に
到
着
し
た
。
参
加

者
の
中
に
は
、
当
慰
霊
事
業
に
参
加
し
た
こ
と
の

あ
る
メ
ン
バ
ー
が
何
人
も
居
り
、
前
日
の
打
ち
合

わ
せ
に
よ
り
当
日
の
行
動
か
ら
準
備
に
か
け
て
細

い
よ
う
固
定
し
、
斎
場
が
整
い
次
第

「慰
霊
△
生
を

斎
行
。
齋
主
は
駒
ヶ
根
市
の
大
宮
五
十
鈴
神
社
自

鳥
官
司
が
務
め
、
祭
員
は
、
愛
知
県
か
ら
参
加
さ

れ
た
自
山
宮
西
日
権
補
宜
　
木
曽
王
滝
の
御
機
神

社
瀬
戸
権
補
宜
　
諏
訪
大
社
葛
巻
権
禰
宜
が
、
伶

人
と
し
て
上
伊
那
郡
辰
野
町
の
矢
彦
神
社
立
澤
宮

司

ｉ
工
澤
禰
宜
が
奉
仕
、
慰
霊
祭
の
中
で
は
、
戦

時
下
は
水
に
大
変
苦
労
し
た
と
い
う
こ
と
で
参
加

者
全
員
が
そ
れ
ぞ
れ
に
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た
水

を
献
水
鉢
に
お
供
え
し
、
餅
や
煙
草
に
菓
子
な
ど

の
ほ
か
郷
土
の
名
産
品
も
お
供
え
し
た
。

続
い
て
祭
詞
奏
上
、
我
々
は
後
背
部
よ
り
、
祭

員
は
宣
全止
面
よ
り
、
肌
を
突
き
刺
す
よ
う
な
陽
射

し
を
全
身
に
受
け
、
汗
は
額
か
ら
鼻
へ
と
伝
い
流

れ
る
よ
う
に
地
面
に
落
ち
た
。
聞
け
ば
こ
の
日
ほ

ど
の
暑
さ
は
初
年
度
以
来
の
よ
う
だ
が
、
ス
コ
ー

ル
で
雨
宿
り
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
年
が
多

い
中

で
、　
一
度
も
雨
宿
り
を
し
な
か
っ
た
年
も
珍
し

部
に
ま
で
指
示
が

行
き
渡

っ
て
い
る

よ
う
で
、
到
着
す

る
や
否
や
、
島
に

預
け
で
あ
る
祭
壇

や
祭
具
の
荷
を
解

き
、
祭
員
も
他
の

メ
ン
バ
ー
も
手
際

良

く
動

い
て

い

た
。
祭
壇
を
組
み

神
蟹
を
供
え
、
風

に
飛
ば

さ
れ
な

テニアン島スーサイドクリフ「慰霊J覇剣

北マリアナ諸島戦歿者「慰霊察J
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か
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

当
施
設
の
鳥
居
脇
に
、
「
」
の
人
空
と
大
海
原

に
馳
せ
る
想
い
」
（下
記
）
を
彫
っ
た
石
碑
が
あ
り
、

施
設
を
建
立
し
た
想
い
が
綴
ら
れ
て
い
て
、
慰
霊

祭
の
中
で
は
祭
詞
奏
上
に
次
い
で
「碑
支
朗
読
」
が

行
わ
れ
る
。
「碑
文
朗
読
」
を
担
当
し
た
の
は
、
諏

訪
大
社
神
田
巫
女
、
何
度
も
何
度
も
練
習
し
て
き

た
で
あ
ろ
う
朗
読
も
、
最
後
ま
で
芦
は
涙
に
咽
び

言
葉
に
な
ら
ず
、
参
列
者

一
同
も
碑
文
を
噛
み
し

め
共
に
涙
し
た
慰
霊
祭
で
あ
つ
た
。

慰
霊
祭
の
片
付
け
を
し
て
、
テ
ニ
ア
ン
島
の
戦

跡
巡
り
。
帰
り
の
セ
ス
ナ
機
の
時
間
が
あ
り
、
慰

霊
祭
後
か
ら
昼
食
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
、
も
と

も
と
百
平
方
ｈ
ほ
ど
の
小
さ
な
島
な
の
で
駆
け
足

で
巡
っ
た
。
日
本
軍
の
通
信
局
跡

日
の
出
神
社

ア
メ
リ
カ
記
念
碑
を
車
窓
か
ら
望
み
、
そ
の
ま
ま

プ
ロ
ー
ド
ウ
エ
イ
と
呼
ば
れ
る
ま
っ
す
ぐ
な
道
を

走
つ
て
、
エ
ー
ブ
ル
滑
走
路
で
原
爆
を
搭
載
し
た

ピ
ッ
ト
を
見
学
。
日
本
軍
航
空
艦
隊
司
令
部
跡
を

車
窓
よ
り
眺
め
、
米
軍
の
最
初
の
上
陸
地
「チ
ュ
ル

ビ
ー
チ
」
へ
。
と
で
も
穏
や
か
な
海
岸
で
、
激
戦
地

で
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
に
長
聞
な
景
色
が

広
が
っ
て
い
た
が
、
脇
に
あ
る
弾
痕
激
し
い
ト
ー

チ
カ
が
、
当
時
激
戦
で
あ
つ
た
こ
と
を
物
語
つ
て

い
た
。
最
後
は
タ
ガ
遺
跡
、
紀
元
前
十
五
百
年
に

作
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
マ
リ
ア
ナ
諸
島
先
住
民
族

古
代
チ
ャ
モ
ロ
人
の
遺
跡
、
遺
跡
内
に
善
光
寺
が

建
て
た
慰
霊
碑
や
松
本
歩
兵
第
二
十
聯
隊
の
慰
霊

碑
が
あ
り
、
煙
草
を
供
え
手
を
合
わ
せ
た
。

碑
丈
こ
の
人
笙
と
人
お
ス
に
馳
せ
る
に

い

～
曰
本
か
ら
こ
の
■
を
渤
れ
た
す
べ
て
の
人
々

へ
～

あ
な
た
の
純
奥
な
ヽ
に
純
袢
に
美
し
く
映
え
る
こ

の
見
渡
す
瞑
り
の
人
笙
と
人
お
ス
が
、
ひ
と
と
こ
せ

ｔ
み
に
曇
リ
ス
に
霞
ん
だ
奥
実
を
ヽ
れ
る
こ
と
無
く

茨
せ
に
な
え
て
よ
し

い
と
願

い
ま
す
‥

人
東
工
戦
争
普
峙
　
口
木
を
こ
く
離
れ
こ
の
お
を

谷
め
奇
洋
の
多
く
の
場
々
で
滉
歿
さ
れ
た
軍
人
矢
士

『実
壼
』
や
、
こ
＾
を
実
に
さ
れ
た
当
時
の
な
留
邦
人

の
多
く
は
、
国
来
Й
衝
と
ロ
ス
平
失
の
為
に
尽
く
さ

れ
、
れ
口
の
ス
統
と
民
共
の
ス
逮
と
を
ひ
た
す
ら
に

瞑

い
、
尊

い
０
を
澪
げ
ら
れ
ま
し
た

漱
戦
の
果
で
に
イ
さ
場
を
失

い
日
本
民
及
の
お
り

に
應
け
て
、
こ
の
前
菖
か
ら
紺
碧
の
議
に
ム
が
子
と

夫
に
身
を
投
げ
る
こ
と
な
ど
　
茨
々
に
は
赳
棟
も
し

驚

い
事
実
で
あ
り
ま
す

平
わ
な
ス
代
を
入
す
為
に
曰
本
人
と
し
て
の
と
き

方
を
示
し
壺
さ
れ
た
え
人
達
に
感
謝
の
ヽ
と
改
来
の

合
を
ス

っ
て
お
累

い
す
る
お
、
健
査
の
議
を
お
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
な
じ
ま
す

故
苺
さ
れ
た

『矢
重
」
と
疵
汲
オ
の
籠
奮
は
、
五

口
に
”
り
斑
國
神
社
に
お
祀
，
さ
れ
て
お
り
ま
す

そ
し
て
■
せ
に
え
気
よ
く
今
の
■
を
と
き
て

『あ
な
た
」
を
見
守

っ
て
い
て
下
さ

い
ま
す

慰豊禁 隣 文朗詞
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テ
ニ
ア
ン
鳥
の
戦
跡
巡
り
で
ガ
イ
ド
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
の
は
、
テ
ニ
ア
ン
島
在
留
邦
人
の
岩

下
氏
．
岩
下
氏
に
は
、
施
設
及
び
祭
壇
や
祭
具
を

管
理
い
た
だ
い
て
い
る
そ
う
で
あ
る
が
、
岩
下
氏

が
経
営
す
る
「
ア
イ
ラ
ン
ド
　
ガ
ー
デ
ン
　
レ
ス
ト

ラ
ン
」
で
、
テ
ニ
ア
ン
牛
の
カ
レ
ー
な
ど
現
地
料

理
を
食
し
た
。
岩
下
氏
は
、
テ
ニ
ア
ン
市
長
と
も

懇
意
に
さ
れ
て
お
り
、
テ
ニ
ア
ン
市
長
と
の
食
事

会
を
行

っ
た
年
も
あ

っ
た
そ
う
だ
が
、
今
年
、
食

事
会
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
っ
た
。

こ
の
季
節
は
　
南
洋
桜
と
い
わ
れ
る
花
が
満
開

で
島
内
の
各
所
に
は
南
洋
桜
が
咲
き
乱
れ
、
綺
麗

な
景
色
に
感
激
し
た
が
、
今
と
す
分
変
わ
ら
ぬ
同

じ
明
姉
な
景
色
に
包
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
戦
時

下
の
当
地
に
あ

つ
て
、
国
家
防
衛
の
最
重
要
地
域

と
さ
れ
決
死
の
戦
い
の
末
に
命
を
落
と
さ
れ
た
再

人
兵
士
は
元
よ
り
　
当
時
ア
ジ
ア
最
大
規
模
の
南

満
州
鉄
道
に
次
ぐ
南
洋
興
発

（製
糖
会
社
）
が
あ

っ

た
こ
と
か
ら
多
く
の
日
本
人
が
生
活
し
て
お
り

日
本
を
遠
く
離
れ
た
南
洋
の
島
々
で
激
戦
の
果
て

に
命
を
落
と
さ
れ
た
史
実
を
鑑
む
時
、
只
管
に
祖

国
の
平
和
を
折
り
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
戦
歿
者
に

対
し
、
慰
■
の
誠
を
棒
げ
て
き
た
長
野
県
神
道
青

一牛
会
ま
た
常
若
肇
国
会
に
故
意
を
表
す
る
。

サ
イ
バ
ン
島
で
の
戦
跡
巡
り
は
、
慰
霊
巡
拝
ツ

ア
ー
で
島
の
各
所
を
回
っ
た
。
朝
九
時
か
ら
夕
方

五
時
ま
で
島
内
の
戦
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
は
、
と
て

も
過
酷
で
あ

っ
た
が
充
実
し
た

一
日
と
な

っ
た
。

島
最
北
端
の
岬
で
「天
皇
陛
下
万
歳
」
と
祖
国
に
想

い
を
馳
せ
な
が
ら
散

つ
て
い
つ
た
こ
と
か
ら
名

付
け
ら
れ
た

「バ
ン
ザ
イ
岬
」
を
皮
切
り
に
、
ラ
ス

ト
コ
マ
ン
ド
ポ
ス
ト

「日
本
軍
最
後
司
今
部
跡
地
」

「中
部
太
平
洋
戦
歿
者
の
碑
」、
バ
ン
ザ
イ
岬
の
Ｌ

に
省
え
立
つ

「
ス
ー
サ
イ
ド
ク
リ
フ
」、
野
戦
病
院

と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
た
「極
楽
谷
」、
南
雲
中
将

着
藤
中
将
最
後
の
場
所
と
も
言
わ
れ
て
い
る

「地

獄
谷
」

日
本
軍
の
抵
抗
が
凄
ま
し
く
米
軍
に

「死

の
谷
」と
言
わ
し
め
　
司
令
部
や
野
戦
病
院
が
置
か

れ
激
戦
化
し
た
「タ
ボ
チ
ョ
山
」、
ま
た
「ド
ン
ニ
ー

の
野
戦
病
院
洞
窟
跡
」
聖
母
マ
リ
ア
の
祠
」ト
ー
チ

カ
や
魚
■
　
戦
車
な
ど
が
あ
る

「
日
本
軍
爆
弾
格

納
庫
跡
」
に
「日
本
軍
発
電
所
廊
」

「日
本
人
墓
地
」

「
日
本
刑
務
所
跡
」
な
ど
普
段
の
旅
で
は
行
く
こ
と

の
出
来
な
い
場
所

へ
も
行
き
、
戦
時
下
に
想
い
を

馳
せ
た
。

今
日
の
日
本
の
繁
栄
が
、
戦
争
に
よ
る
尊
い
命

の
犠
性
の
上
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
北
マ
リ
ア
ナ
諸
島
か
ら
、
戦
歿
さ
れ

た
０
て
の
御
霊
に
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と
で
、

一
神
職
で
あ
る
前
に

一
日
本
人
と
し
て
、
先
人
の

護
国
の
精
神
と
我
々
に
残
し
て
く
れ
た
も
の
を
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
為
に
も
、
ひ
た
す
ら
に
祖

国
の
平
和
を
析
り
な
が
ら
亡
く
な

つ
た
戦
歿
者
に

対
し
、
慰
霊
の
誠
を
捧
げ
て
参
り
た
い
と
′
‘
え
る
．

エーブル滑走路「原爆搭載ビットJ

テニアン島「日の出神担

慰霊巡拝ツアー「南瀾蟹の下でJ
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維
代
だ
よ
り
´
長
野
支
部

_=羅 鯉 護

『信
ず
る
』
と
い
つ
童
さ
と
大
き
さ
に
つ
い
て

私
の
町
の
産
土
神
は
木
留
神
社
と
い
い
祭
神
は

健
御
名
方
命
で
あ
り
ま
す
。
創
立
年
月
日
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
伝
に
よ
る
と
正
治

（
一
二
〇
０
）
以
前
の
勧
請
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら

源
頼
朝
が
鎌
倉
に
幕
府
を
開
い
た
こ
ろ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
神
社
は
諏
訪
大
社
系
で
犀
川
の
沿
岸
に

在
っ
て
、
そ
の
昔
流
水
で
善
光
寺
造
営
の
木
材
を

こ
の
付
近
で
留
止
し
た
こ
と
に
よ
り

「木
留
大
明

神
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
祭
神
は
崇

敬
す
る
氏
子
中
を
こ
よ
な
く
愛
し
そ
し
て
区
民
の

敬
神
の
的
で
あ
り
ま
す
。

◆
御
神
徳
を
頂
き
解
決
へ
の
道
（そ
の

一
）

三
年
前

（平
成
二
十
二
年
）
の
二
月
二
日
、
私
は

不
注
意
で
自
転
車
を
乗
り
損
ね
座
れ
な
く
な
り
、

大
変
不
使
を
き
た
し
て
い
ま
し
た
。
先
ず
神
前
で

正
座
を
し
て
玉
串
拝
礼
が
で
き
な
い
こ
と
―
―

正

座
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
日
本
人
と
し
て
如
何
に

理
想
や
立
派
な
こ
と
を
述
べ
て
も
そ
れ
は
人
道
に

反
す
る
よ
う
な
も
の
で
大
変
恥
ず
か
し
い
こ
と

に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め

に
針
医
者
を
訪
ね
た
り
整
形
外
科
へ
も
通
い
ま
し

た
。
し
か
し

一
向
に
元
の
脚
に
も
ど
る
気
配
は
あ

木
留
神
注

Ａ
子
機
■
会
長

岡
會
　
暮
二
男

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
る
日
、
神
社
の
掃
除
を
し

て
い
た
時
、
私
の
フ
ビ
ン
な
格
好
を
見
て
山
本
税

子
さ
ん
が

「
―
関
整
骨
院

へ
行

っ
て
診
て
も
ら
つ

た
ら
ど
う
で
す
か
，
」と
―
。
ワ
ラ
に
も
す
が
る
思

い
で
八
月
の
盆
過
ぎ
に
関
先
生
を
訪
ね
ま
し
た
。

す
る
と
週
六
日
十
五
日
程
通
っ
た
と
こ
ろ
座
れ
る

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
―

こ
れ
将
に
神
通
力
と
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か

―
―

氏
子
の
役
員
た
ち
は
私
の
た
め
に
コ
塑
沐
」ま

で
用
意
し
て
く
れ
た
程
の
気
の
遣
い
よ
う
で
し
た

か
ら

′座
れ
た
″
喜
び
は
格
別
で
、
こ
の
御
神
徳
は

終
生
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
神

へ
の
感
謝
と
感

激
で
す
。
以
来
、
斎
藤
宮
司
か
ら
頂
く
工
事
は
以

前
の
よ
う
に
、
正
式
に
警
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で

信́
ず
る
こ
と
は
神
に

通
ず
る
´
こ
と
を
体
験
し
た
事
実
で
あ
り
、
広
く

関
係
す
る
氏
子
中
の
皆
さ
ん
に
こ
の
こ
と
が
浸
透

す
る
こ
と
を
願
つ
て
止
み
ま
せ
ん
。

◆
御
神
徳
を
頂
き
解
決

へ
の
道
（そ
の
二
）

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十

一
日
、
私
た
ち
は
伊

勢
榊
宮
の
新
穀
感
謝
祭
に
参
加
し
ま
し
た
。
私
は

以
前
に
観
光
で
度
々
訪
れ
て
い
て
伊
勢
は
知
っ
て

は
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
ど
御
神
徳
を
頂
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
最
近
と
く
に
足
腰
の
痛
み
を
苦
に
す
る
よ

う
に
な
り
、
お
伊
勢
参
り
は
如
何
か
　
と
、
自
分

で
も
疑
念
を
持

つ
よ
う
に
な

つ
て
い
ま
し
た
が
、

情
報
や
色
々
な
資
料
を
見
る
た
び
に
、
加
え
て
私

は

一
級
建
築
士
で
あ
り
氏
子
総
代
会
長
で
も
あ
る

図
妹
で

是́
非
´
参
拝
し
な
け
れ
ば
　
と
の
２
ヾ
え
か

ら
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
伊
勢
は
長
野
か
ら
は
随

分
と
遠
方
に
あ
り
ま
す
の
で
、
バ
ス
は
非
常
に
疲

れ
足
腰
の
痛
み
は

一
層
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り
で
し

た
。
最
初
は
外
宮
の
参
拝
で
し
た
。
石
の
大
鼓
橋

前
で
整
列
を
し
、
第

一
の
鳥
居
に
向
か
う
こ
ろ
は
、

腰
に
何
か
重
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

鳥
居
を
潜

つ
て
間
も
な
く
、
あ
の
重
苦
し
い
腰
が

‘

タ
ッ
ク
と
止
ま
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
こ
れ

は
本
人
で
な
け
れ
ば
分
か
る
も
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
お
陰
さ
ま
で
内
宮
も
難
な
く
参
拝
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
に
見
え
な
い
神
、
そ
し

て
神
の
力
は
人
間
の
智
恵
で
及
ぶ
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

神
道
に
は
過
去
の
過
ち
や
苦
し
み
を
抱
え
な
が

ら
生
き
る
こ
と
は
善
く
な
い
こ
と
だ
と
す
る
著
′
え

が
あ
る
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
善

か

っ
た
こ
と
や
楽
し
か

っ
た
思
い
起
こ
し
つ
つ
神

を
信
じ
、
御
神
徳
を
頂
き
な
が
ら
明
日
を
生
き
る

こ
と
が
善
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
昨
今
で
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（完
）
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０
大
原
興
■
杢
０
震
腰

師
平
岡
理
性
）

宮
司
　
神
原
博
文

大
鳥
居
再
建

再
建
費
　
一７
百
四
拾
萬
円
余

平
成
二
十
五
年
五
月
七
日
強
風
に
よ
り
突
然
木

造
両
Ｊ
烏
居
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
直
ち
に
建
設
委

員
会
を
設
置
し
、
再
建
資
金
等
の
検
討
に
入
り

十
四
日
建
立
、
二
十
六
日
に
は
本
告
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
し
た
。
私
が
社
寺
建
築
設
計
の
仕
事
を
し
て

い
る
為
、
設
計
積
算
、
材
木
の
買
付
、
加
工
、
基

礎
打
設
、
建
方
ま
で
携
わ
ら
せ
て
頂
き
、
次
世
代

へ
の
思
い
を
込
め
た
鳥
居
が
竣
Ｔ
致
し
ま
し
た
。

木
造

（カ
ナ
ダ
檜
）
八
幡
鳥
居
、
柱
間
二
間
、
柱

径

一
尺
二
寸
、
高
さ
十
四
尺
五
寸
．

０
八
幡
宮
（安
曇
野
菫
童
科
童
彊
畳
園
入
鎮
座
）

宮
司
　
等
々
力
満

拝
殿
　
幣
殿
　
社
務
所
　
新
築

造
営
費
　
参
Ｆ
萬
円

を
得
て
、
更
に
、
寄
付
金
を
寡
り
ま
し
た
。
平
成

二
十
五
年
七
月
に
地
鎮
祭
を
斎
行
し
、
地
元
の
業

者
が
施
工
に
当
り
十

一
月
二
十
日
竣
工
式
が
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。
氏
子
中
の
御
理
解
と
御
協
力
に
感

謝
申
し
■
げ
ま
す
。

Ｏ
生
島
一■
５
神
社
（上
田
市
下
之
堀
中
九
一四
理
座
）

宮
司
　
武
藤
美
登

斎
館
新
築

造
営
費
　
一７
億
七
肝
伍
百
萬
円

木
造
二
階
建
の
報
恩
殿
が
、
築
五
十
一■
ボ
を
経

て
老
朽
化
甚
だ
し
く
、
地
震
等
に
よ
る
例
壊
の

懸
念
あ
り
、
数
年
前
か
ら
改
築
論
が
あ
り
ま
し

た
。
因

っ
て
　
氏
子
総
会

の
議
決
を
得
て
建
設

委
員
会
を
組
織
、
場
所
を
社
務
所
隣
接
地
と
定

め
、
名
称
を
斎
館
と
す
る
鉄
骨
造
二
階
建
延
床
面

積
六
百
六
十
平
米
の
建
物
新
築
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
七
月
十
六
日
に
地
鎮
祭
を
斎
行
、
工
事

は
順
調
に
進
み
本
年

一
月
二
十
日
竣
工
し
　
四
月

十
九
日
春
季
祭
に
併
せ
竣
工
奉
告
祭
が
盛
大
裡
に

地
区
氏
子
の
皆
様
の
御

厚
志
と
保
険
金
の
と
り

く
ず
し
に
依
っ
て
、
今

回
は
石
造
両
ф
局
居
を

回
年
七
月
十
三
日
に
摯

工
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
関
係
各
位
の
御

尽
力
に
深
く
感
謝
す
る

次
第
で
す
。

Ｏ
矢
本
八
幡
宮
（長
野
市
戸
隠
祖
山
鎮
座
）

宮
司
　
宮
川
和
エ

鳥
居
新
築

造
営
費
　
参
百
高
円

昭
和
二
十
八
年
五
月
四
日
に
建
て
ら
れ
た
鳥
居

は
六
十
年
の
歳
月
を
経
て
昨
年
七
月

一
日
に
倒
壊

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
建
設
委
員
会
を
組
織

し
、
氏
子
の
皆
様
の
御
協
力
の
も
と
、
去
る
四
月

大
正
七
年
に
建
て
ら

れ
た
キ
殴
、
幣

殿

社
務
所
は
基
礎
か
ら
屋

根
瓦
に
至
る
ま
で
傷
み

が
激
し
く
、
氏
子
が
以

前
か
ら
新
築
す
る
た
め

に
備
え
を
し
て
八
百
萬

円
と
な
り
ま
し
た

の

で
　
そ
れ
を
基
金
と
し

て
氏
子
中
に
諮
り
承
認

斎
行
さ
れ
、
大
勢
の
氏

子
崇
敬
者
と
共
に
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。

斎
館
新
築
に
当
り
御

尽
力
御
協
力
戴
き
ま
し

た
方
々
に
、
深
く
感
謝

し
御
礼
を
中
し
上
げ
ま

す
。
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新

任

神

職

の

横

顔

た

か

の
　
　

た

つ
み

】
露
７

　

一巽

　

二
十
四
歳

諏
訪
神
社
　
宮
司

南
佐
久
支
部

こ
の
度
、
神
職
と
し
て
任
命
さ
れ
、
改
め
て
自
分

は
神
職
と
し
て
の
道
を
歩
き
始
め
た
の
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。
私
は
教
員
と
し
て
も
勤
務
し
て
い
る
の
で

兼
務
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
の
で
ま
だ
神
職

に
な
っ
た
と
い
う
実
感
が
わ
い
て
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
少
し
ず
つ
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
歩
い
て
い

け
る
よ
スヽ

精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
も
た
い
ら

ひ
ろ
む

工
半
　
博
　
四
十
九
歳

葦
原
神
社
　
禰
宜

飯
伊
支
部

こ
の
度
、
大
鹿
村
に
御
鎮
座
致
し
ま
す
葦
原
神
社

の
相
生
を
評
命
致
し
ま
し
た
。

幼
い
頃
よ
り
、
他
界
し
た
父
の
奉
職
す
る
姿
を
見

な
が
ら
育
っ
て
来
ま
し
た
。
父
が
他
界
し
た
後
に

神
職
を
継
ぐ
事
で
地
域
の
皆
様
に
貢
献
出
来
る
と
考

え
て
神
職
の
世
界
に
足
を
踏
み
入
れ
ま
し
た
が
、
責

任
の
重
さ
　
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

先
輩
神
職
の
方
々
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
頂
だ
き
な

が
ら
　
神
明
奉
■
に
励
み
一
日
も
早
く
地
域
の
皆
様

や
神
社
界
の
役
に
立
つ
様
に
な
り
た
い
と
考
え
て
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

い

け

だ

か
ず
ゆ
き

鶴
幕
鋼
騨鑓
霞

神
職
と
は
私
に
と
っ
て
、
幼
少
の
頃
祖
父
が
行
っ

て
い
た
時
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
つ
て
い
ま
す
。
祖

父
が
他
界
し
縁
あ
つ
て
熊
野
神
社
の
相
宜
と
し
て
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
先
ず
驚
い
た
の
は
熊
野
神
社
の
歴

史
の
長
さ
で
し
た
。
三
百
年
も
の
歴
史
の
厚
み
は
感

銘
を
う
け
る
と
共
に
そ
の
責
任
を
感
じ
ま
し
た
。
又

長
野
本
曽
の
自
然
と
そ
こ
に
共
に
息
づ
く
神
社
の
存

在
は
日
本
の
源
泉
の
様
に
感
じ
ら
れ
日
本
人
と
し
て

神
社
に
関
わ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
御
指
導
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ａ量
予
り
／

私
は
こ
れ
ま
で
関
東
で
生
活
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
般
大
変
有
り
難
い
御
縁
を
頂
き
、
壺
竃
神
社
権
禰

宣
を
キ
命
致
し
ま
し
た
。
こ
の
美
し
き
信
州
の
地
で

神
職
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
る
事
を
大
変
嬉
し

く
思
う
と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
北Ｅ
環
っ
て
行
く
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り

ま
す
。
神
職
と
し
て
は
勿
論
、
人
間
的
に
も
ま
だ
ま

だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
誠
心
誠
意
神
明
奉
仕
に

励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
御
指
導
御
鞭
撻
の
程
宣
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

近
藤
保
三

六
十
四
歳

大
富
神
社
　
宮
司

上
水
内
支
部

ま
る
や
ま

さ
と
る

働
畔

郵
継∫
．喜

こ
の
度
、
平
成
二
十
六
年

一
月
一
日
付
け
で
、
飯

綱
町
の
人
一言
神
社
官
司
を
キ
命
致
し
ま
し
た
。

公
務
員
で
あ
っ
た
私
が
、
縁
あ
っ
て
社
家
に
婿
入

り
し
、
遅
ま
き
な
が
ら
定
年
後
に
回
學
院
大
學
の
講

習
会
を
受
講
し
て
神
職
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

正
直
六
十
を
過
ぎ
て
の
資
格
取
得
は
心
身
と
も
に
大

変
き
つ
い
も
の
で
し
た
が
、
私
に
と
つ
て
神
道
と
い

う
新
し
い
世
界
は
と
で
も
新
鮮
で
、
も
っ
と
学
ば
な

け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

神
職
と
税
理
士
の
兼
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
初
心

を
忘
れ
ず
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
．

私
は
、
社
家
に
生
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
常
に
神

社
と
の
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
幼
い
頃
か
ら
、
父

の
神
職
と
し
て
の
姿
を
見
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
神

職
へ
憧
れ
を
持
っ
た
た
め
神
職
を
目
詣
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
会
社
員
と
兼
業
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
多
く
の
点
で
未
熟
者
で
あ
る
た
め
、
日
々
精
進

し
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

今
後
、
皆
様
方
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
御
指
導
御
鞭
権
の
程
、

■
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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平成26年度長野県神社庁歳入歳出予算書

平成26年度長野県神社庁災害救助慰藉特別会計歳入歳出予算書

歳入の部

州神 (119号 )

晟人の部 (単位 1円 )

(単位 1円 )

款 科 目 予算額 II年度予算額 光鞍増減△ 附 記 説 明

l 舷 串 情 霰 料 鰤 mo 75Qα

"
0 神社本庁より

2 交 付 金 1∝ 螂 卿 0 losaαЮ △郷 0(D 本庁交付金

3 負 担 金 21“ 0 2165αつ △6Q囲 支割,負イ1金 神泄負担全 神段負担金 特別寄贈金
4 1溺 贅 金 6170mO 6 NQαЮ △22α¨ 特別協賛金 奇付金
5 翅 産 収 入

“

卿 0 500∞ 0 財産利チ配当今

6 補 助 金 la`Юo 12QαЮ 0 神社ホlTよ り参事給与補助金

, 各 種 証 明 ‖ 29"mo 2 92a lJj 0 榊職任命 登録II 承認ll 各種手数糾 証明丼 方位l・・ 与交付金
S 諸 1又 人 2ヌD,つ0 2枷lαЮ 0 奏物 1又入 雑1丈入
9 祥 理 費 収 入 5mlЮ o 6100m △601JD ■合管理費収入 閃棒晰 F管理費,スス
10 過 年 度 収 入 2∞卿 0 aooЮ 0

ll 繰 越 金 189『 000 19670① △12)αЮ

;| 1“ 6∞ ∞0 lげ ∞O llm △伽)0)
歳出の部

款 資 日 予算額 前年度予算額 比較増減△ lj ;]説  明
1 神官神佳言場費交付金 48●17郎 3 48η43r △277翻 支部を通して各ネ0ネ lヘ

2 幣 亭 幣 饒 料 82“ ∞O 8鰤つ(Ю 0

`|ス`r:|"、

 本ヽ  IIヽ市ll 蕪幣,3向前社 幣Fi lllll まヽ 1 価員旅費等

3 会 議 贅 45∞mO 43ЮЮ∞ 0 会議旅費 諸費
4 庁 務 費

`3つ

∞∞0 4288Ю∞ l m20つ 神事責 義 |し費 役員報酬 詳1,与 及び福利厚生費 需要責
負 ● 金 25つ∞ 2 2● 326Ю節 △119知 神社本|十へ

6 事 業 費 17,“鰤 lS l16Ю 00 △lm Kx 大嗜賃

“

螢 数化罰算 1報発行賛 枠社長興11績  薇賞研修費 東海li祟連合会費ヽ

7 研  修  諸  責 200m T/1Ю 00 0 神ll庁研修諸費

8 ナ ● 維 持 贅 ll①圃 l160Ю∞ 0 修措費 設備費 火災保険費
9 交 仕 金 3■00 αЮ 34∞ЮIJj 0 神数会 総代会 災

=慰
藉特別1会計多交付金

10 積 立 全 4つOQ¨ 4動つ∞ 0 基本全積●全 役散員退戦積立金 五県連合給会積立今 神適昂渇資金積立全等

ll 補 助 金 馳 圃 ЮЮ∞ 0 11局対策資

12 予 備 棄 8β30“ 7 10瑯 5“ △14● l螂

合 ●I 166660∝Ю 167mっoo △9400m

■ 日 本年度予算額 前年度予算額 比較増減△ lj :こ  記 明
1 負 担 金 3“OαЮ 33mm0 △力 Ю∞ 支部負担金 榊職警全
2 揉 入 全 maαЮ 7∞卿 0 0 ′,社庁 総代会 神世掛金積立今
3 本 庁 見 丼 全 lαЮ l C00 0

4 雑 収 入 lα) lmo 0 雑1又入

操 越 今 l m2αЮ 12021Ю 0 0

●l 5 84αЮ 52ユ IЮ0 △力つ∞

歳出の部

贅 日 本年度予算額 前年度予算額 lι較増減△ lll i= 説 明
1 史 喜 慰 諸 費 2360" 29"ω 0 O イ1社災喜●LI粘贅 神社総代け落贅 イ1職災害慰格費
2 ′1稜 掛 金 21∞Ю∞ 21m∞ o △

",力
0 11職 II全青t金

3 本庁 災害慰落 資 80■3 3mo 0 災言対策資金

4 連 ● 費

“

Ю∞

“

∞O O 事務費 旅費 推費
計 5劉つ∞ 52M∞ 0 △

",mo
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〓

ゴ
＾
０
０
円
＋
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Ａ
５
判
　
１
７
４
貢
　
ｐ
Ｈ
Ｐ
出
版

神
社
の
い
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¨
■
■
全
ケ
監
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本
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π
六

一
九
円
＋
税

Ａ
５
判
　
～
８
４
頁
　
扶
薬
社

神
道
い
ろ
は

神
社

否
庁
数
学
研
究
一堕
籠
修

本
体

一　
五
〇
〇
円
＋
税

８
６
剌
　
２
４
２
頁
　
触
鼻
■
Ｍ
繋
社
刊

神社関係の新聞 111社新報 紙上で連載さ
れた「神違いろはJを単行本

`崚

氏子裕代
などを対象にした11道 神社 祭りの質問
l①間を平易に解誰
神社関

「

者必壺の神導入門書です.

神道 神たの入門E Q&紡 式 で平易に嬌
:嗚 読めば楽 しい

'1社

入的書の綻 版です.

参拝作法 か ら 神様  お祭 り F_史 まで
日本人 な られ ってお きたい神社の すべて,

一冊読めば神社がますます楽 しくなる 1神

社本庁の関係団体である「(財,日 本興隆財
田Jが主催している い 社検定Jの公式テ
キストでもあります.

本書 ま 節分 錫祭り 端年の節供 tタ
月見 七五三など年中行事の出来と変遷の
ほか 神社の成り立ちと歴史 参拝の正し
い作法 冠婚葬祭 日本の絆々の基礎知識
代表的な神社察内など神道のすべてを図解

入りで詳しく解説しζいます.

神道は仏教伝来以前から古代人が営んてい

た日本人本来の信仰 自然の恵みを受け
自然に感認を捧けるなかで神の存在を感じ

てきた日本人の暮らし方を 本書ていま―
度見つめ直しましょう.書籍の注文は下記の神社新報社ヘ

神
社
蓼
拝
の
す
が
す
が
し
さ
を
書
い
て
蛛

わ
う

書
き
込
み
式
　
祝
詞
構
習
帳

富■禁祀の勁
=を
深める貴重な

一冊 昭和天皇御即位年の佳節
に出版された本書が復刊,
宮■て天皇陛下が親しく斎行|
れている祭祀の様子を競い知る

ことのできる貴重な図書.神社
本庁関係団

`で
あるll道文化会

干|
川出清彦著
ん0円十税
新書判/11頭
神道対 ヒ会刊

蔦∫
●
‐(

日

"ウ

とヽ
■様

ず警監

日
本
人
と
神
様

神
社
と
神
様
が
よ
～
く
わ
か
る
本

6月 と12月の晦日に神社で行
われる「大祓渕 で奏■する

「太

祓詞 (お おはらえことば)」 を

平易に解誠 大祓詞は10∞年
以上にわたって伝えられてき
た罪や機れを祓い清める,詞で
す.∞の節にわけて解説と書き
込み練習をつけているので 一
日―節ずつ ∞ 日でひととおり
練習ができます.ボールベンと
筆 {筆ベン)の両方で練習がで
きます.

場島天満営権補堂小野薔―郎

解説 書家 嵩木雛書
莉牢11ⅨЮ円+]
嘲 変形 17碩′鉄桑社刊

神社と神様の秘密を様々な視点
力ら紹介した入門書 本書は
神社とまなに, 神営′大社′大
神宮′八幡′i層荷など同じ神社な
のになぜ呼び方が逮うのか な
せ神様のことを lllJ と数える
のか 社殿や■殿の建築様式
「祭りJの語源やルーツ 神前
結婚式のはしまリ デバートや
ビルの墜上に神社かある理由な

ど神社の なぜ? を写真もま
しえながら解説しています.

藤本頼生著

■■1´∞円+税
A悧 盈 頁
秀和システム刊

身近なのによく知らない 知ら
ないのになぜか親しい 日本人
と,1様の不思議な関係を解き明
かす 1神社禁祀研究の泰+が
日本人のユニークな神様観 神
社の咸り立ち そしてこれから
の時代の神様とのつき合い方に
ついて わかりやすく語

'り

ます.
日本人独特の神様とのつき合い

方がわかる1冊

促 非 総代さんに読んでもら
いた。J信 者談)
櫻非治男著

本体画 円+税
新書判 184●
ボブラ社刊

神 社 関 係 の 新 聞 社 神 社 新 尊風社 〒1引 0053東京都渋谷区代々木■12電 話は 337982 2 FAX0333澪8,3

送料400円  5000円 以上で送料無料
インターネットでの注文は 神社神報社直営m00KS鎮 守の社

▲
面磁鎮守の耐

「鎮守の社Jで検索 !

htp:/ノ books i nia cOip/

「探しています」「神州』ノヽックナンバー
右配の十報のバックナンバーを探しています。
お持ちの方は鰤 庁報編集委員会までご連黎下さい.
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